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7@ kasi@ta@ipe=an@kor,@an=an@ayne 
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8@ poro@ hekaci@ a=ne@ hi@ ora ， 
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湧別 川の川口に、 

村人の多 い 、 

大きな村が 

川上まつ子 1976 年 8 月 6 日録音 

Ⅰ 湧別 川の川口に、 村人の多い、 大 

きな村があ って、 

2  私は、 ものごころついたときに 

は、 村の下手 ( しもて ) へ 村の上手 ( か 

みて ) へと、 いつも袖の端をかみなが 

ら歩いている 男の子でした。 

3  そうして、 村の下手へ、 村の上手 

へと放浪していると、 私をかわいそ 

うに思ってくれている 人たちが、 一 

晩とか二晩とか 泊めてくれて、 そう 

するとそのおかげで 私は人間の食べ 

物を食べることができました。 

4  満腹 するといい気分になって、 ま 

た放浪して暮らしていましたが、 もう、 

5  たきぎとりも 自分でできるほど 大 

きくなってからは、 たきぎとりをし 

て、 

6  たきぎを束ねて 背負って 、 村に 

沿って 上 ( かみ ) へ下 ( しも ) へと歩い 

ては、 一晩泊めてもらったり、 二晩 

泊めてもらったりしました。 

7  そうやって食べて 暮らしているう 

ちに大きくなりました。 

8  大きくなってからは、 村人たちが 



l  Y 丘 lPet ュペト [ 地名 ] 湧 mu( ゆうべつ ) 。 砂流川下流、 福 満 出身の ワテケ さん、 サダ モ 

さん ( 以下、 ( 福満 W,5) と略記する ) は、 北見の湧別紋別郡の 湧別 川筋 ) のことを言って 

いたが、 語り手の川上まつ 子さん ( 以下、 ( 語り手 KM) と略記する ) は「石狩の並 び だろ 

うが、 石狩の次の川だか 手前の川だか」と 言った。 

2  eyay め m 睡 Ⅹ ⅡⅢ 加 エ サイトムシ か レント ya 丼 @Qrn 田 ㎏ⅡⅢ ( そのこと ) に・気がつく ] 

( 語り手 KM) :< 気 づいた、 小さいときにわからなかったものが 自分がそうやっている 

ことが気いついた >0 その前の e ℡ @(. ‥ ( のほう ) へ ) は 、 この場合、 ( そういうふうにして 

暮らしていたときに ) 。 ( 二 風合 HC) は同じことを tomoeyays 汝 arum  トモ エヤ イ シカ 

ル ンと 言っている㏄ 音声資料 5J)o ya 丼 @Orrl ㎎ ぬ Ⅱ m( 気がつく、 我にかえる ) 。 す 1S3-2 

3- Ⅰ正妃 @wsi 虻 イレウ シレ ここでいったん 文が完結し、 その次に接続助詞 knr コ 。 ( ‥   

したときは、 …すると ) が来て 、 前の文がより 大きい文の中に 取り込まれている。 アイ 

ヌ語によくあ る構文。 

3-2 kuskeraypo クス ケライ ポ (. ‥したおかげで ) 。 ここでは (. ‥泊めてくれたおかげ 

で ) 。 間に ko パ ー すると ) が入っているが、 (. ‥泊めてくれると、 そのおかげで >0 

3-3 aynluaepa,e アイヌ ア エフ ァェ ( 人間の食べ物 ( らしいもの ) を食べた >0 文法上は 

  a 打 nuep< 人間が食べる 物 ) または ayn)ueaep¥ 人間が食べる 食べ物 ) と 言うと理屈に 合 

うが、 そう言っていない。 

4  es 酊 lp ㏄テ %h エ サン ペシ トゥリ 直訳すると、 ( それできもちがよくなる >0 

5  eyay 田庶 加ェ ヤイヱニ タント ya ㌻ 億 ㎡ 栢 Ⅱ・‥について・ 自分・で・速い ]<( 仕事が ) 

自分でできる ) 。 ( 語り手 KM) : 「自分で働ける、 速いことでない」、 ( 自分で ( まきとり 

仕事も ) できる ( くらいになった )> 」。 

6-1 ㎡ ske 二 シケ 伯動 ][ Ⅰ 廿 七 %e 村 たきぎ・荷を 背負う ]< たきぎを背負う (= 運ぶ )>0 

sike シケ の五が無声化した 結果脱落したもの。 いつも㎡ ske 二シケと 発音されている。 

仁 2 ko ね皿づ p ㏄ コ タ ス オペ シ 拍動 ][ ぬ垣且の p ㏄集落・に・ 沿って下る ]( 語り手 KM) : 

( 部落なりに歩いた ) 、 ( コタンに沿って 上 ( かみ ) へ、 下 ( しも ) へ >0 0p ㏄オペ シ は 抽ぬ 5i 

トゥラ シ <,.. に沿って上る ) の 対語として下手 ( しもて ) へ 下ることを表すが、 抽 ぬまトゥラ 

シ との対になっていないときは、 下手へだけとはかぎらない。 

7  kasi ねカシタ 直訳すると ( その上で ) だが、 慣用的に (. ‥しながら、 …していると 

きにそれと同時に >0 この場合は 、 泊めてもらったときに 食べ物も食べさせてもらったこ 

とを言っている。 

㌔ l po 巾 hploari ポロ ヘカチ [ 大きい・少年 ] 。 十二、 三歳から十五、 六歳ぐらいの、 

大人のする仕事があ る程度できるようになった 少年。 女の子なら poromatkaci ポロ 

マ トカチ。 ロ 民話 (2) 13 
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a=utarihi@ene@iki@pa@wa@a=nukar@hi 
ne@kusu,@cisenikar=an@wa@pon@cise 
a=kar  wa  oro  ta  an=an  wa, 

g  kim  p さ ka  iki,an  ko て， 

a=utarutari@kuwari@ne@ya@nen@nen 
iki@pa@siri@a=nukar@wa,@a=eyukar 
wa@yuk-kuwari@kamuy-kuwari@(a) 
a 二 ka Ⅰ kor, 

10@ kamuy@i=erampokiwen@pe 

sone@kusu,@yuk@ne@ya@kamuy@ne 
ya@ a=oskoni@ (ayyay) 

a=eyaykopuntek@kor ， 

甘 l a=kot ゑ nu  ta  earkinne 

i=erampokiwen@okkaypo@sinep@an 
pe@ne@kus@kamuy@a=oskoni@kor@ene 
a=rikunienea 。 hop 丘 nirekuni 

i=epakasnu@wa@neno@iki=an   

12@ "yuk@ne@yakka@neno,@(e)@tap 

n さ notapn さ lnoa=karwaa,5Satsatu 

kaki,a-ekakip  nena" 

Ⅰ 3  sekorhawem  kori=epakasnu 

wan さ Onoiki=ankor 百 n,an, 

l4  wac 下 oki(uwekarpa,ahu,u, 

u)a=iuw 壱 karirekor,ora(n さ ・ aok) 

neo 出く a Ⅰ 甲 0s ㎞ es ㎞ toko 抽 s ㎞ toko 

poka( 「 さ lraa)tasarewai=kore(wa) 

kor,a=ey 百 、 ykopuntekkor, 

l5  pon  ciseorta,a,sopakeheta, 

a,am  子 w  a  a,n  u  k  百 r  k  o  r 

a,ey 百 ykopunltek  kor 自 n-an  kor, 

16  a=kot 繍 u  un  utarm 孟 kan  oka 

やっているやり 方を見よう見まね 

で、 家の材木を作って、 小さな家を 

建てて、 そこに住みました。 そし 

て、 

9  山 へ行くと、 村人たちが、 わな を 

仕掛けたり、 いろいろしている 様子 

を見て、 それをまねて、 鹿をとるわ 

な や 能をとるわなを 仕掛けると、 

10  本当に神様が 私をあ われんでく 

れるものですから、 鹿 やら 能 やらが 

とれました。 私が喜んでいると、 

Ⅱ 村に、 私にとても同情してくれ 

ている若 い 男の人が一人 い たので、 

仏力演 骨 をとると、 その人が皮の 剥 

( は ) ぎ 方や霊送りのやり 方を教えて 

くれて、 私はそのとおりにしまし 

た   

12  「鹿でも同じように、 こうして、 

こうして、 干したり食べたりするの 

だよ」 

13  と言いながら、 やり方を教えて 

くれるので、 私はそのとおりにして 

いました。 

14  そして、 交易に持って 行く品を 

集めると、 その若者がシントコの 一 

つ二つとでも 交換してくれます。 そ 

うすると私はうれしくなって、 

15  小さな家の上座の 方に置いて、 

それをながめては 喜んでいました。 

すると、 

16  村の人たちが、 どういうやつら 
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8-2 a,u 苗 Ⅱ 甘 ．‥ 隠 lsu ア ウタリ ヒ ‥ウス 直訳すると ( 彼 らが ) して私が見たやり 方だか 

ら ) 二 <( 彼らの ) やり方を私は 見ていたから ) 。 『音声資料 2J((f 高荷 W 民話 ))P.14 に同じ構 

文があ る。 

㌻ l km 血 p 念仏宝丹キム ペカ イキ 仙 ・で・ものごとをする ] ここの場合は、 狩猟に行っ 

ている。 

9-2 k 苗 w 沖士 クワリ 山 uw-%i 仕掛け 弓 ・を置く ]< アマ ツボ ( 仕掛け 弓 ) と呼ばれるわなを 

しかける >0 アマ ツボ は ku ク @] 、 kuwehe クウヱヘ [ 所 ] で語幹は kuW-- クゥ 。 つけて 

あ る糸に動物が 触れると止め 具がはずれて 矢が発射する 仕掛けになっている。 

9-3 nennen ネンネン n 血 Jn)n 血 Ⅲ ネタ ン ネ ウン ( いろいろと ) の縮まった 形 。 

1 ㏄ l ka 血 uy … sonekulsu カムイ       ソ ネクス直訳すると ( 神が私をあ われんでくれる 

のが本当だから ) 二 ( 本当に神がるわれんでくれるので >0 

1 帖 22 oskoni オ シコ 二 (. ‥をつかまえる、 …に追い つく、 …を手に入れる ) 。 反対語は 

orawkl オラ ゥキ 。 す 66-3 

lL@l a,ko 憶 Ⅱ U" Ⅰ㎎ 贋 アコタ ス ‥．クス 挿入句。 

1l り hopum ㎡㎎ホ ブニレ 直訳すると (. ‥を飛ばす ) 。 霊を神の国へ 送りかえすことを 言 

う 0 ここの場合は、 ( 語り手 KM) : 「 m 打 a 廿 o マラット ( 熊の頭 ) を hopu ㎡ ]re すること、 

田 aw イ ナウ ( 木の御幣 ) をたくさんつけて、 もとの神さんにもどって 行くようにって」。 

神の霊は頭蓋骨に 宿っており、 イ ナウ は naw) をつけられて 木の棒の上にのせられてか 

ら、 束の空の上の 神の国 へ 帰って行くという。 この言葉は熊でなくても、 他の動物にも 

使われる。 

141l wa ワ (        して ) 。 この前の航 ， ㎝で、 いったん文が 完結しているが、 そのあ とに 

この接続助詞が 置かれて、 前の文がより 大きい文の中の 一部になる。 3 の正配 wS Ⅱ e, №で 

と同じ現象。 

14-2 c 下 ola チホ キ 旧 Aok- Ⅱ 中相 ). ‥される・買う・もの ]<( 交易の ) 商品 ) 。 ( 語り手 K 

M) : 「売り物になるクマの 皮 、 シカの 皮 、 クマノイ位下人 e ニンケ ) 」、 「乾肉は入らない、 

皮 だけ、 乾肉は食べる」。 

1413 s ㎞ toko シントコ ( シントコ >0 交易で和人から 入った、 木製うるし ね りのふたつきの 

大きい入れ物。 宝器として家の 上座に置かれた。 昔の日本語で 行器 ( ほかい ) と呼ばれた 

もの。 そのあ との p 刮 Q ポカ は <( 少ないがせめて ).., だけでも >0 

14 Ⅱ㎡ ra シ ラ <( 食べ物や泌   要 なもの ) を交易で手に 入れる ) 。 ( 福浦 W 民話 ) に和人の交 

易の例があ る。 t ぁ訂 e タ サ ン は (. ‥ と - を交換する ) 。 

15  sop よ屈 le ソパケヘ [s ひ pa-ke(he) 座 ・の上 ( 上 ) .( 所属語尾 )] 家の中の上座のほ 

う ( 砂流地方では 東のほう ) 。 いちばん奥の、 rorunpuy 虹ロルンプ サハ 上座の窓 ) の下の 

北寄りのところに 家の守り神 は ㏄ korkamuyy) が置いてあ るが、 そのすぐそ ば 、 それを 

隠さないように 少しだけ離して、 北側の壁沿いに、 東のほうから 宝物を並べて 置く。 
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utar/@WCysanpekor@pa@p 
1 7@ "@t@a@ ， e@=@o@n@a@h@a@ ta 

a=eyaysukupka@ p@ an@ a@ kusu, 

e=unuhu@ta@a=eyaysukupka@p@an@a 
kusu" 

18@ sekor@ haweoka@ kor@ a=kor 

sintoko@i=kokerkeri@wa@isam ． kor 

ora@cis=an@a@an@a@kor, 

19 "onanema Ⅱ upu Ⅱ unema Ⅱ u 

p@a=kor@pe@ne@hike@ Ⅲ 8kanak@iki=an 

wa@ene/@smen@a=ne@wa,@yayeramu 
kasit Ⅱ @l に -ankor 百 n-anay Ⅱ e, 

20  a,kop6 て 0p  o Ⅰ aenea,i, さ keske 

siri@ene@an?" 

21@ sekor@yaynu=an@kor@cis@patek 
a=ki@kor@ne@hikeka@ora@suy,@(kirn ， 

kimun=an)@ekimne=an@kor, 
22@ kamuy(koc@     as)kocikasnukar 
a=ki@wa,@yuk@ne@ciki@kamuy@ne@ciki 
etakasure@a=em6nipirka   

23@ pe@ne@kusu@iruka@ne@kor@suy 

cihoki@toska@a=uwekarpare@kor, 
nea@okkaypo@usa@okay@pe@ (ta) 
tasare ・ imi@ otta@ aep@ otta,@ usa 

coypep@ ne@ ciki,@ (i)@ i=tura@ wa 

i=kotcake@ne@wa@tasare@wa@i=kore 
kor,@iyoykir@pon@iyoykir@a=kar@wa 
a=eyaykopuntek@kor@nani@suy, 
24@ "tapne@ta@tapne@ta@ne" 
25@ sekor@ haw@ as@ kor 

a,i,k6ke Ⅰ keriwa  isam   

だか、 悪い心を持ったやつが、 

17  「おまえの父親に 貸しがあ ったの 

だから、 おまえの母親に 貸しがあ っ 

たのだから」 

18  と言って、 私のシントコをみれ 

なかっさるって 行ってしまいまし 

た。 すると私は泣きながら、 

19  「ぼくにもおとうさん、 おかあ さ 

んというものがいたのなら、 どうし 

てこんなふうに、 たった一人で 苦労 

しながら生きてきて、 

20  大きくなったのに、 こんどは、 

こんなふうにねたまれていじめられ 

るのだろうか ? 」 

21  と思って、 泣いてばかりいまし 

た 。 それでもまた、 山へ行くと、 

22  神様に助けてもらえるので、 鹿 

でも能でもほかの 人よりたくさんと 

れました。 

23  ですから、 少したつと、 また私 

は交易に持って 行く品を山ほど 集め 

ました。 すると例の若い 男の人がい 

ろいろなものと 交換してくれまし 

た。 着物やら食べ 物やら、 いろいろ 

宝器類など、 私を連れて行って、 私 

の代わりに交換してくれると、 私は 

宝壇 、 小さな 宝 壇を作って喜んでい 

ました。 するとすぐにまた、 

24  「こうこう、 こうなんだ」 

25  と言われて、 みんな持って 行か 
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16  we 準町や ek0r ウェイサン ペ コル リ w 田ド Ⅰ 飢 p 告 kor 悪い・精神・を 持っている ]( 語 

り手 KM) は、 「 s の前で n は y になる」という 音素交替規則を 持っていないようだが、 

この語は、 できあ がった一話として、 このように昔の 人と同じ発音をしている。 

l7  eya 膵 ul ㎝ p ㎏エヤイスクプ カ (( 苦労したこと、 つら ぃ 目にあ れされたことなど ) が 

忘れられない / を 思い出してくやしく 思う ) 、 (( その人への，恨み /t 曽 しみ ) を思い出す 7 を忘 

れない ) 。 ここの場合は、 ( 語り手 KM) :( かたきをもった ) 、 「 0 八 %a( 父親 ) も山山 llu 

( 母親 ) もわからないもの、 貸したもの返してもらってないから、 これもおれのだ、 これ 

も、 と言って取って 行ってしまった」。 

18 i=koke Ⅰ ke Ⅱ イコ ケリケリ Ⅸ ひ ker 化け う - に 70( 所有者を表す ) .        を削り取る / か 

きさらう ]<( 彼らは ) 私の       を全部かきさらう よ うに持って行ってしまった ？ 。 ker 化 e Ⅳ 

k ㎝ k 億ぅは 、 ( 語り手 KM) : 「二つあ っても三つあ ってもみんな 持って行くこと」。 次のよ 

うにも使う :m ℡Ⅱ屯田 鰭 Ⅹ草を削り取る X( 語り手 KM) 、 d ㏄㏄Ⅵ み ya よま 女圧 武家の中 ( の 

ほこりがつもっているの ) を削り取って ( 掃除して ) よごれを落とした x( 福満 W 民話 ) 。 

1 ㌻ 1l onanemanup ‥， nehlke オナネ マス フ ・‥ネイ ケ 直訳すると ( 私は父親というも 

の、 母親というものを 持っているのだが ¥o f/g 1 語り手 KM) :C 父親・母親いたものであ れ 

ば、 どうして       >0 

1 ㌻ 22 1n 証簿且 akikl, ㎝ wa マカナ クノキア ヌヮ 直訳すると ( 私がど う したので ) 。 

20  ek ㏄ ke ェケシケ [ 複 他動 ] ト k ㏄ ke. ‥のことで・ ( 火 ) をねたみ僧団 (.,. のことで．     

を ねたみ ャ 首む )0 ( 語り手 KM) : 「たしかに見たとこはいい 男、 いい㎡ Spa( 立派な長者 ) 

になれるというので、 自分よりも ぁ ℡ u ㏄ ( 評判がいい ) するからと、 恨んで怒って、 殺 

すか追い出すかするくらいに k ㏄ ke する」。 す 27k ㏄ ke 

2l  eu 血皿 e 。 加エ キムネ アン 出血 田 L ㎝と言っているが、 あ とで語り手自身が 訂正し 

た。 ( 語り手 KM) : 「 ek ㎞Ⅵ 臼 ㎝だね。 k 山山 ト ㎝は iwor0rtaku ㏄ 日 ㏄ 又酊 waom 

ta 打 K 山奥の猟場に 行って 狩 小屋をつくってそこに 滞在 ) することがに m Ⅲ ト an 。 Ⅲ。 

ek ㎞ 巾 ㎡日帰りの山行き )( 今日出て晩に 帰って来る ) は、 eM ⅡⅢ 臼 m 」。 

2 ㌻ 1 1 伯 Ⅱ℡ y-kocik 盤 nuk 酊 a 。 uwa カムイコチカ ノ ヌカラ アキヮ 山ひ む -k お ㌃ nlT 酊 ‥   

に・ ( 中相 )- される・その 上・を見る ]( 語り手 KM) :( 神さんに見てもらえるから ) 、 

( 神さんに守られているから ( 特別館でも鹿でも 取れる )) 。 同じ語り手が、 説明の中で 

は、 同じことを 1Q ⅡⅢ y-R 夫 ㏄ asnlT 肛 。 帥 k Ⅱ 咄 とも言った。 す 87 Ⅱ dk 億 nlT 打 

2 ㌻ 2 emo ㎡ pi Ⅱ仏ェ モニ ピリカ ト mo ㎡ -p 吐ぬ       に 関して・働き ( が ). よい ](( 獲物 ) がた 

くさんとれる )0 「音声資料 卸 ( 二 風合 NK 民話 ):mo ㎡ p Ⅲ Q( 獲物がたくさんとれる )0 

2 ㌻ l co 舵 ep チョイ ペプ (l)c,0%ep[c ㈹ 廿 ip 田 p 私たちが・そこから・ものを 食べる・ 

もの ]( 私たちの食器 ) 、 (2) [ イ 1)]( 宝器の中の食器類 ) 。 ここでは (2) 。 ( 福満 W,S) : 

c0ypep( 陳列してあ る食器類 ) 、 aoypep( 食器一般 ) 。 ( 語り手 KM) : 「 coypep は 

五 ぬ d こ 、 「 s ㎞ toko 、 pat 億 、 ot 己く e は 別 」。 ( ペナコリ UT) : 「 itanH でも何でも㏄ ) 中中 

だ」、 「自分の使っている 茶わん、 お 皿 、 湯呑などで、 pat 己は入らない」。 ( 千歳 SN) : 

「自分の使っているお 茶わん、 お 皿 、 それに、 pa 適も s 市 toko も」、 「 ao) 甲午 も (coy Ⅱ 叩 

と ) 同じこと」。 

2 ㌔ 22 iyoyklr イョイ キリ s ㎞ toko や pat むなどの宝器類を 並べたり積んだりしてあ るその 

全体。 家の中の右 座側 ( 入って左側 ) の上座のほうに 置かれる。 
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26  patek  kikor 自 n-an  a Ⅰ 巾 etane  れてしまいました 0 

okka Ⅰ 甲 oslrpoarluwosrnare ㎡ o て ca  26  いつもそんなふうにして 暮らし 

yaykosiramsuypa=an@hike, ていましたが、 もう一人双の 若者ら 

27  打 ney 士 apaknotankotanta  しい姿になってから、 私はこんなこ 

ゑ n=an  yakka,ene  a ゴ， k さ skesiran  とを考えました 0 

pe, 27 「いつまでもこの 村にいても、 こ 

28  makanak iki=an wa (ya)  のように憎まれているのだから、 

yayetuytak@kuni@p@a=ne@p@an? 28  どうすれば身を 立てていけるだ 

2g  nen  ka (yayiekesu  wa)  56 か 、 いけるはずがない。 

yayikesuyre=anwaneyak,oya  29  なんとかこの 村を出て 、 ょ その 

kotantaarpa=anclklsomolkan? 村へ 打ったら、 なんとかなるのでは 

30 okkayoa=nekusunenpoka ないだろうか。 

yayepu 且 wen=anwa/eneokkaypo 30 私は男だから、 なんとかがん 

utar sukuppa slrn さ no lkI=an ばって 、 若い男たちが 生きていくよ 

easkay@pe" うに私もできるのだ ヵ ㌔ 

3l sekoryaynu=anhlkusuora 31 と 思いましたから、 あ る晩した 

sineancikar,yayetokoykl=anwa, くなして、 村を出て 、 川に沿って上 

(yaylkesuye)ikesuye,Canwapet  流の方へのぼって 行きました。 夜ど 

ぬ rasiarpa 亡 ana ⅠⅢ e,anep Ⅱ tapet おし川をさかのぼって 歩いて行く ぅ 

士 urasI arpa=an ayne, (sl) ちに夜が明けました。 

sirkopeker-an. 
32  sirpeker(hi)hioraka,som0  32  夜が明けてからも、 そうとう 歩 

setakapkas-anayne,tane (sit)  き 続けて、 今はもう山の 上に太陽が 

(cup)nupurikacupranikanekor  沈もうとする 夕方近くになって、 村 

田Ⅱ ekot 酊 lporokotana=kosirepa. 人の多い大きな 村に着きました。 そ 

hikusu   れで、 

33  " 舌 seku て ciseo て tahenoye-an  ㏄「ふつうの 村人の家に寄るほうが 

(hi) ㎡ pirkaphean?kota 田く orkur t, 、 b 、 六ぎ ろうか、 村 おさのところに 

0 て ootahenoye-an  cikihepirkap  寄ったほうがいいのだろうか ? 」 

an?" 

34  sekor(yay)yaynu 二 <ankusu, 34  と思ったので、 立ち止まっては 
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26  0 № [yposirpouwosma 正 オッカ イポ シルポ ウウォ シマレ [ 若 い 男性・様子 ( 指小辞 

つき ) . をすっかり備える ]< 一人双の若 い 男性らしい姿になる ) 、 男の子が成長して 一人 

前になったことを 言う。 『音声 資半湘 Ⅱ 二 風合 NK 民話 ) では、 同じことを 司こ 弓の si 甲 。 

uw ㏄面 打 e オッカ コ シルポウ タォ シマレと言っている。 

27  k ㏄ ke ケシケ <( 火 ) をねたみ ャ嘗 む ) 。 心で憎く 居 、 うだけでなく、 ぃ じめるとか殺すと 

かの、 ひど り 目に合わせる 行為まで双提として 言う語らい、 。 ( 語り手 KM) : 「憎まれ、 

親めかたきとしてとられてしまう。 何でもよくとれるし、 自分らよりも 評判よくなれば 
悪いということで」。 す 20ek ㏄ ke 

28  yaye 山井 荻ヤイェ トゥイタク ( 一人双の男として 立派に生活していく ) 。 この語の含 

まれている部分、 ( 語り手 KM) : 「そんな村にいつまでいても㎡ lspa にもなれない、 男 

になれない、 生活し ( よその部落行ったら - 若い人らのようにやっていけるんでない 

か ) 」。 

2 ㌻ l ya 尹 Ⅹ㏄ u 尹 Ⅰ サ イケスイレ け ay-% ㏄ uy- は 自分・いやだから 立ち去る・させる ]( 自 

分で出ていく ) 。 

2 ㌻ 2 i ㎏ n イカン イカン と イキャンとの 中間の発音になっている。 i ㎏がイキャにやや 

近くなるのは、 この話者の発音の 特徴の一つであ り、 汝 aop 蟹 イカ オパシ 、 a 姐 opiwk 
イカオ ヒタキ、 ikasuy イカスイ など、 たくさんの語にも、 同じことが起こっている。 

… dH 幻 mo 永笛 Ⅰ       チキソモ イカン [. ‥すれば・ ( 否定 ) . ひよ つ として ( いいことがあ 

る )](       すればなんとかなるのではないだろうか ) 。 35 に同じ表現があ る。 

30 yayepuHwen ヤイェ プリウェン け ay モ p 山ゴ wm 自分・のためにがん ば る ]( 語り手 

KM):( 自分でがんぼって 自分が男になる )o ep ℡ ぅ wm エ プリウェント p Ⅱ 血 wm ‥・と 

ともに・素行・ 悪くなる ](       に加勢する ( 志を果たすのに 協力して事を 行う )) 。 ( 平取 H 

K 川音声 資米恥且 

3l ikesuye イケスイェ 他の人は ikesuy イケスイと 言う。 ( 語り手 KM) も、 
yay 化㏄Ⅱ 肝 e サイケスイレという 語の中では化㏄ uy イケスイ の形 レで 言っている。 す 2 ㌻ 

1,67 一 3 

3 ㌔ ]l somose ね k ソモセタク [( 否定 ) . 短時間であ る ] ずいぶん長い 間。 

3 ㌻ 22 nu 膵 ㎡㎏㎝ p ℡Ⅱ k 皿 ekor ヌ プリカチュ ブ ラ リカネコ 。 仙 ・の上・太陽・ - を 

押さえつける・．‥している・ときに ]a 太陽が山にさしかかりそうになったころに ) 、 ( 語 

0 手 KM) :( 夕方近くなってから >0 
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emakaas@ emakaas@ a=ki@ a@ korka 

yaykosiramsuypa=an@hike 
35@ "kotankorkur@ oro@ ta 

henoye=an@ciki@somo@ikan?" 
36@ sekor@yaynu=an@hikusu@ora 

kotankorkur@cise@soyke@ta@sir- 
kikkik=an@akusu/ 

37@ aynu@soyne@humi@ as@hine 

a,nuk さ rhike,neykehuykeitak 
kus@ruwe@isam@no@an@pirka@wa 
okere@katkemat/@(rup)@rupnemat 
soyne@hine/ 
38@ makan@smo@a=katuhu@an@wa 

ne@siri@ne@ya,@tekkakipo@rauyruke 
rikuyruke/@ramno@kane@oripak@wa 
i=nukar@wa@an@ayne, 
39  horkmohosipih 伍 e,(uy)cise 
or@ un@ hakakne@ itak@ ne@ korka, 

a=kisarpuy)puyehe@cuninpare 
hawe@ene@an@hi ， 

40@ "ney@ta@sukup@pe@okkaypo 

nispa@ne@ruwe@ne@ya,@kamuy@ne 
ruwe@ne@ya@ aynu@ne@ruwe@ne@ya 

a=e Ⅱ ゑ mlSka て l no, lme て u kusu 

a=nukarkaewen,kamuy  o 忌 aW 。 

soy@ta@ek@wa@an@ruwe@ne@na ， "   

41@ sekor@hawean@hawe@as@akusu ， 

onnekur@itak@hawe@as ・ iruska@kor, 

42  "ene  poo  iyoinommomo 

somo@ki@no@ka ， ahup@rusuy@kusu 

(cise)@cisesoy@ta@arki@p@anakne 

また歩き、 立ち止まってはまた 歩き 

していましたが、 よくよく考えてみ 

ると、 

35  「 村 おさのところに 寄ったら、 な 

んとかなるのではないかな ? 」 

36  と思ったので、 村 おさの家の門 

口で、 ものをたたいて 昔をたてまし 

た、 すると、 

37  人が覚に出て 来る昔がしまし 

た。 見ると、 どこもかしこも 文句の 

つけようのない、 ほんとうに美しい 

奥様、 あ まり若くない 女性が出て来 

て、 

38  私がどんなに 美しく輝いて 見え 

るのか、 目の上にかざした 手を下げ 

たり上げたりし、 目も上げずにかし 

こまって私をしばらく 見ていてから、 

39  あ ともどりして 行きました。 家 

の中から、 小声での話でしたが、 こ 

んな話が私の 耳にちやんと 聞こえて 

きました。 

40  「どこで育ったお 若い方なのだ 

か 、 神様なのか人間なのかわからな 

いほど、 光り輝いていてよく 見えな 

いような、 立派なお若い 方が、 戸口 

のところに来ていらっしゃいます」 

41  と言う声がしました。 すると、 

年配の男の人の 話す声がしました。 

怒りながら、 

42  「そんなにこまごまと 言わなくて 

も、 入りたくて家の 門口までやって 

10 



胆 emal 臼 asemalQas ェマカアシェマカアシ ト m 蕪か㎎その 頭 ・ う しろ へ ・立ち止ま 

る ] 後に k を置いて、 (( ちゆうちよして ) 立ち止まり、 立ち止まりした )0 ( 語り手 KM) : 

( 立って考えてはまた 歩き、 また立って考えてはまた 歩き出した )0 

35  dMsomoi ㎏Ⅱ チキソモ イカン ( 語り手 KM) :(kot ㎝ 止 orkur く十 すおさ ) のところ 

に寄ったほうがなんとかなるんでない べ かと思って )0 才 2 ㌻ 2 

36  s Ⅱ -kikl Ⅰ k シリキッキ ク ( 語り手 KM) Ⅱ s 血 Ⅰ田圃 幼 した ) 。 しかし、 s ㎞Ⅵ S 卸 Q(( 来 

訪を知らせるために ) 咳払いする ) に対し、 s Ⅱ -kik で k[ あ たり・をトントンたたく ] は、 

通常は 、 柱 かそのあ たりの 水か 何かをトントンたたいて 昔をたてる。 

3 Ⅰ 1l neykehuykei 苗 k 太世 mweis る皿ネイ ケブ イケイタク クス ルウェイサム [ どこ ( 所 

属 形 ) . ( ごろ合わせ、 hu は h 山頂 又 ( どこ ) の hu) . 言葉・‥．を 通る・ところ・ な Ⅱこ 

こから ka 氏 emat までの部分、 ( 語り手 KM) :< どこも言い分のない 立派な奥さん >0 

3 Ⅰ 22 rupne 血 at ルプネマト [rupn 鉄 mat 大人であ る・ 女 ] 中年と老年の 間ぐらいの女性を 

指す。 ( 若くない / 中年すぎの女性 ) 。 文脈から ( おばあ さん ) と訳せることもあ るが、 h 仁田 

のように年取ってはいない。 この話の女，牲は 四十歳双後であ ろう。 す 民話 (2)191 

3 ㌔ 1l ka 抽 huan カトゥ フアン [ そのあ り方・あ る ]< へんな恰好をしている ) という場合 

によく使われるが、 ここでは、 その若者はすばらしく 光り輝いて見える。 

3 ㌔ 2 %M ぬぱぴ ) 血 u 打 Ⅰ           e テッカ キボ ラウイルケリ ク イル ケ 「 t 蕪 3-k aki-po く 手 ・ 

垣 ・ ( 指小辞 )J[ra-uy 伯瓜 e 低いところ・‥・を‥・につける ] ㎡ レ u Ⅰ田上 e 高いところ・に 

つける ] この 三 語を続けて慣用句として、 (( ま ぶ しいので ) 手を目の上にかざして、 その 

手を下げたり 上げたりする ) 。 ( 語り手 KM) :U お客さんが特別器量よくて、 光って見え 

るのか、 目の上にかざした 手を上げ下げしながら ) 。 「 幸 神謡 集 Jpp.16-17: 「 tek № lkipo 

Ⅲ㎝Ⅰ m 化 Dera Ⅶ m 火 e 眼の上に手をかざしながら」。 

3 ㌻ ;3 ramnIl0 Ⅰ㎝㎝㎝ eo Ⅱ pakwa ラム ノカ ネオ リパクワ [ 低く・ ( 強調 ) . かしこまる・ - し 

て ]( 語り手 KM):< 遠慮して、 o Ⅱ p 燕 して、 かがんだように、 あ んまり生意気なよう 

な 高目を使わないで ) 、 ( 下目を使って、 パッと上まぶたで 見ないで )0 

3 ㌻ l dseorl Ⅲチセオル ソ 匝 Ⅱ - へ ) は、 見える方向や 聞こえてくる 方向を表す。 

3 ㌻ 2 hak 杣 mei ね k ハカ ク ネイタク ( 小声の・言葉 )0 

39 円 a,H ㎡や u ン由 e ㎡㎡ 皿 pa 虻 アキサル ブ イ ェヘ チュニンパレ 慣用句で、 ( 語り手 KM) : 

(( 低い声で話しているんだけり 自分の耳にはちゃんと 聞こえてきた )0 0 簗 Ⅲ p 打 e チュ 

ニンパレは [c ㈲ -uI 血 lpa- は ( 中相 ) - される・ - に響く [ 複 ]. させる ] つまり (        に 

響く ) か 。 Ⅲ 血 1( 響く ) と㎡㎡ 禅 l; Ⅱ 血 pa [ 複 ](. ‥を引っぽる ) と関係があ るか。 (( 耳 

のあ なが 乃 l つば られた ) とも解釈できるか。 『 金 虎杖 丸 ]3622: 「 荻 ot 抽 Ⅰ㏄ h/ 血 m ㎡ ㏄ 

㎏ we/apu 正 oto 柁 / 面 illI)iIlpa 正 わが妹のⅠ叫喚のこ ゑ Ⅰわが耳のなか へ Ⅰ遠く入り 

来る」。 「 久 辞典 稿 ]p.50: 「 己十 u- ㎡ mpa ㎎ く u 左相相引合ふ」。 

42 一 l iyom0mmomo イ ョモ ノ モモ [i 力 mommomo ものごとを・こまごまと 述べる ]( 語 

り手 KM) :( そんなに みっ たくないとか 器量いいとか 文句言わ ( ないですく " 入れれ ))o 

1 Ⅰ 



a モ h 子 Ⅱ kepnehike, ㎡ 且 tahaweas  来た人はお通しするものなのに、 何 

㎡ eneokaypenewamenokoutar  をそんなにくだくだと 女たちはこま 

iyomom Ⅱ rlomo(mo)Pahaweene  ごま 言うものだな」 

oka" 鵠 と 、 年配の男の人が 添って言う 

43  sekor,onnekuriruskahawe  声がしました。 するとそれから、 掃 

asakusuora,nu 且 nupawasoanu  き 掃除をし、 敷物を敷く昔がして、 

humi@as@hine@ora/ それから 

44  hetopora ⅡⅡ D  kaneapatarara  伯 引き返して来て、 戸口のすだれ 

wai 二 lahunkekunaki 二 yekusu,  を低く持ち上げて、 私に入る 26 に 

45  os  reye  kane  sinu  kane  言 いました。 ですから、 

ahun=an hine, clse onnay 45 私はそのあ とから、 はうように 

a=osfraye   してひざでするようにして 入って 

46 1nkar=anhIkelneaptanlspa 行って 、 家の中に入りました。 

horarl ruwe a=er 自 yap kor, 46 見ると、 なんと立、 派な長者の住 

reyereye=an@wa@arpa=an@wa, まい方でしょう。 私はそれに感心し 

47  onnekurosisounlwaan,(a,a)  ながら、 はって行きました。 

arsoke  ta  mono  ゑ ， an  akusu,  47  年配の男の人が 右 座 にいまし 

i=erankarap   た 。 その向い側に 私が座りますと、 

48  rankarap  れ ak  takup  neya 出く a  私に挨拶 ( あ いさつ ) しました。 

ineap  ta  pawetokkorwa  hawean  仰 挨拶の言葉だけにしても、 なん 

ya  ka  a-er 姦 ⅠⅡⅠ skari   と まあ 豊かな言葉で 立派に言 う 様子 

49@ (ae)@a=erayap@kor/ は 聞いたこともないほどです。 

50 "n さ no hawean onnekur ta 49 私は感嘆して、 

turano ゑ n 目 an wa, nennen usa 50 「こういうふうに 話すおじいさん 

lsoytakneclki,upaskumaneclkl, とこそ、 一緒に暮らして、 いろいろ 

i,epakasnuwai=koresomokiphe  な話とか昔の 言い伝えとかを 教えて 

an?" もらえな い ものかなあ 」 

5l  sekor (ka) kewtum  or ta  5l  と心の中で思いながら、 挿キ L を 

yaynu=ankor,onka 田ニ， anaana  何度もくりかえしていました。 そう 

kor@an=an@rapok している間に 、 

52  (niskeosurahumiasakusu  52  ( たきぎの背負い 荷をおろす昔が 
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42-2 Ⅱ 下ねヒンタ he 由加 ta ヘ マンタ ( 何 ) の縮約 形 。 ( 福満 W, S) はⅠ㎡ tta フン タと 言って 

いた。 ( 千歳 SN) は使わない、 「いつも H 帥固 Ⅰ ねへ マンタを使う」。 

43  n 皿 mup る waso 酊 Ⅵ ネ ンスパ ワソアヌ n 山皿や a は [ く mm 田 upa ごみ ( く rnu 回 ・ 

を掃く ( 複 )] 。 あ 打 ℡は [ 敷物 ( を敷いたりか ). を置く ]< 床に敷物を敷く ) 。 n Ⅲ 皿 [upawa 

め ㎝Ⅲ ( 語り手 KM):< 掃き掃除してからトマひいて >( トマ 二ごじ 。 r 音声資料 2.5 Ⅱ福 
浦 W) 、 ( 二 風合 NK) : ㎡ karhem に m Ⅲ mluwehemki ソカヲ ヘム キムシスウェ ヘム キ 

( ござ も敷き、 掃き掃除もした ) 、 nuwe ヌウェ W 単 ];n 丘 uIpa ヌパ [ 複 ]<        を掃く ¥O fto I 語 

り手 KM) :nuye ヌイェ [ 単 ] ;n 丘 Ipa ヌパ [ 複 ] 、 この語の中ではごみを nun) ヌンと 

言っているが、 独立の語としては mun) ムンを使っている。 

44-1l namnlokaneapa ね rara ラム / カネアバタ ララ [apa-t 打打 a 戸口・を上に 上げてい 

る ] 戸口には カヤ をむしろのように 編んだ 簾 ( す ) が下げられていた。 通るときはそれを 

上げる。 ( 低く上げた ) とは、 すそのほうを 少しだけ上げた。 ( 語り手 KM) : 「低く 

apaotk アパオ トキ ( 戸口のカヤ ) を上げた。 男でも reyek Ⅵ es ㎞ uk Ⅲ e( 宰 4 ㌔ 1) 入るか 

ら、 あ まり高く上げない」、 「 ohp 無 オリ パク ( へりくだりかしこまる ) して低く戸をあ け 

て入るように 言った」。 『音声資料 5 Ⅱ 二 風合 KC 民話 ) では、 同じことを toytukari 

eapa 山田 鎮 トイトゥカリ ヱアパマカと 言っている り 

4422 1=ah ⅥⅠ 士 e ㎞Ⅲ ak Ⅱ ye イヤ フン ケクナ ク 々 イェ直訳すると ( 私を入れることを 私に 

言った ) 二 ( 私に入りなさいと 言った ) 。 同じことを言うのに ( 二 風 合 NK) : Ⅱ a ㎞Ⅱ lte 

k ㎎Ⅱ l=ye イヤ フンテクス イイヱげ 音声資料 6J)o 

4 ㌻ 1 %@yek 飢飢飢 es ㎞ uk 飢且 e レイ ェカネ シ ス カネ ( はいながら、 ずりながら ) 。 へりくだ 

り、 遠慮深い態度で 身を低くして 家に入る様子の 描写の常套句。 
45 イ ㏄ i%iye オ シライ ヱ卜 - モ 片 @aye( そこ ) に・自分・を 行かせる ]<. ‥に入る 咄るイ干く ) 。 

己 ㏄ om 咀 y ㏄ 丘 ay 武家の中に入る >( 雅語的、 美文的表現 ) 。 

4 包 1l hora 且 ホラリ 神や長者が住むことを 表す 語 。 ㎡ spahorariruwe は、 特別に豊か 

な 、 立派な住まい 方を指している。 ( 語り手 KM) : 「たくさん s ㎞ toko< シントコ ) でも 

㏄ 卯旺 く 食器 ) でも em ℡ ( 刀 ) でも iyoykj パ宝 壇の宝物 ) がいっぱい飾っていること」。 
46 り托 ye 正 y 臼 ㎝レ イェ レ イエ アンひざをついて、 はって家に入って 行く 0 す 45-1 

47 一 1l osisounlwaan オシソタスヮ アン ( 古庄 に ( 座って ) いた ) 。 i が無声化している。 

4 Ⅰ 22 arSoke 仮 アラ ゾケタ ( いろりをはさんで 反対側の座に ) 。 家の主人の席は 右 座 ( 上 

座側から見て 右側、 入って左側 ) で、 訪問者の席は 左 座 ( 入って右側 )0 
4 Ⅰ 33 i 田典 く打 nk nap イイヱ ランカラ フ アイヌ社会の 習慣で、 若い訪問者ではなく、 家の主人 

であ る長老のほうからあ いさつした。 す民話 (2)171-3 

48  paw 甘 o 嚥 cor バ ウ ヱトッコ 。 paw ま ok は 甲 a-w モ e め ok ロ ・ ( 挿入首 ) . の先端 ]< 雄弁 

さ ) 、 pawe め 上こ or は ( 雄弁さを持つ ) Ⅰ ( 雄弁であ る ) 。 豊かな立派な 言葉を使ってうま 

く適切に、 説得力をもって 、 堂々とものを 言うことができることを 言う。 

50  onneku Ⅰ ね オン ネ クルタ ta は強めの助詞。 ( にういう方と ) こそ ( 一緒に．‥ )> 。 r 

が t にならず けッタ とならず ) に発音されている。 

5l  onkaam ニオンカ 2  0 ま詰 Ⅱする )> 。 広義にはおじぎなどを 含むが、 ここでは狭義の 用 

法で、 両手を胸の前に 出してのひらを 上に向けて、 ゆっくり下から 上へ、 手前にあ お 

りぎみに動かしときどき 両手をすりあ わせる、 という伝統的な 形のあ いさつ。 
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pirka@wa@okere@pon@menoko/@ahun 
hine,@a,@un)@niske@osura@humi@as 
akusu, 
53@ nea@rupnemat@soyne@hine, 

臣 n=anhi(yep)yekotom  anakusu 

ora@ pon@ menoko@ soy-osipita   

toykooripak@hine@ahun   

54@ akusu@onnekur@ene@hawean 

hi ， 
55@ "kamuyyantokor-an 

tanukuran@ki@oasi@na,@pirkano 
yaske@ wa@ pirka@ suke 

ekamuyyantokor@pe@ne@ruwe@ne 
na" 

56@ sekor@ matnepo@ ye@ akusu 

ineap@ ta@ itaknu@ wa@ iki@ ya@ ka 

a=eramiskari ． 

57@ yaske@a@yaske@a@su@(ne@e)@ne 

yakka@pirkano@huraye@wa@pirka 
suke@suketomte@siri@a=erayap@kor 
a=nuk ゑ Ⅰ ko Ⅰ ゑ ⅠⅠ an  Ⅰ ゑ pok, 

58@ yuk@se@utar@iwak@pa@humi@as 

hine ， ikokamahupte@ nea@ pon 

menoko@ki@kor@an=an@hi@ye@kotom 
an@akusu, 

59  soy-osipila  ular( 抽 ) 抽 irw へ /ak 

utura@W3@ahup@pa@W Ⅰ ,@(s)@kiyanne 

kur@apeetok@ta@mono@a,@otutanu 
kur@ i=rorkehe@ ta@ mono@ a@ wa ， 

kiyanne@ kur@ onaha@ eun@ ene 

hawean@hi, 

しますと、 とてもきれいな 若い女の 

人が入って来て ) たきぎの背負い 荷を 

おろす昔がしました。 すると、 

㏄ さっきの年配の 女性が外へ出 

て 、 私がいることを 言っているよう 

でした。 すると、 若い女の人は 外で 

身じたくを解き、 すっかりかしこ 

まって家の中に 入って来ました。 

臥 すると年配の 男の人はこう 言い 

ました。 

55  「神様のように 立派なお方を 今晩 

お 泊めすることになったから、 きれ 

いに手を洗って、 きれいに料理し 

て、 お泊め申し上げるのだぞ」 

56  と娘に言いました。 すると、 な 

んとまあ よく言うことを 聞いて行う 

ものでしょうか。 

57  手を何度も洗って、 鍋もきれい 

に洗って、 よい料理、 立派な料理を 

作っている様子に 私が感心して 見て 

いるうちに、 

㏄ 鹿を背負った 人たちが帰って 来 

た 昔がして、 その娘さんが 窓から肉 

を受け取りながら、 私がいることを 

言っているようでした。 すると 

59  外で身じたくを 解いた人たち、 

二人の兄弟が 連れだって入って 来 

て 、 年上の人は横座に 座り、 弟のほ 

うは私のすぐ 上座側に座って、 年上 

の人が、 父親に向かってこう 言いま 

した。 
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52  ㏄Ⅲ a オス ラ ( 近いところに ポンと 投げる、 捨てる ) 。 ここの場合は 、 <( 背負って 来 

たたきぎ ) をドサッ と 下におろした >0 遠くへ抜 @ 飛ばすことは、 eyapkir という 別語 で 
  
一つ一 一一口 @ っ 

53  soy の sipi ねソ イオ シピタ [soy-o-si-pita 外 ・で・自分・を 解く m( 外で身支度を 解 

く >0 来客があ るときは、 外で外套などをぬいでから 家に入る。 そのために、 娘が外から 

帰ってきた昔を 聞いた母が外に 出て 、 客が来ていることを 知らせた。 三話 の アクセント 

で言っている。 ( 二風谷 KK,NK): 「 欝 y ㏄ ipita 中 a ソコ シ ピタ ト バ 」 ( 一 話の アクセント ) 

㏄音声資料 5,6Jo 

55-1 Ⅰ紅血 myy 町 ltokor カムイヤントコル y ㎝ ltokor は [ ぬ muy-Y 帥 t ひ kor 神 ・ 宿 ヒ日本 

語 ) . を持つ m( 神にお泊まりいただく ) 。 く語り手 KM 力 : 「アイヌでも 特別立派だから、 

神がとまるから」。 

5 ㌃ 22 pirkasuke ピリカスケ ( よい炊事 ) 。 宙 57 

57  suketomte スケトム テ [su 火色 tomte 料理・をきれいにする ]tomte は、 美しく飾る 

ことも言い、 人を特別大切にすることにも 使う 。 ここの場合は、 ( 語り手 KM) :< 特別 

きれいに su 化 e する ) 、 「鍋もきれいに 洗って、 食べ物もきれいにして、 入れることを 言 

うのだろう」。 

58  ikok 亜 Ⅲ 訂 Iupte イ コカマフ プテ [i-k ひ ㎏ 血 Ⅰ lhlupte 人 ・に ( 所有者を表す ) . 肉 ・を 

家の中に入れる ] 狩猟から帰ってきた 人の持って来た 肉を、 上座の窓榊の 出入りする 窓 ) 

から受け取って 家の中に入れることを 言う。 主語は家の中で 受け取る人、 ここの場合は 

その家の娘。 

5 ㌻ 1 soy つ sipi 仮ソコ シ ピタ 三話 の アクセント。 しかし、 ここでは y と 0 は 一 音節 yo 

ョ になっている。 ぽ 53 

5 ㌻ 22 kiy ぴ meku Ⅰ rapee め k ね       キャン ネクルアペェトクタ ・‥ 家の主人夫婦の 席は右 座 、 

子どもたちや 来訪者の席は 左 座 ( 上座側から見て 左側、 入って右側 は ， 47 一 22) 。 帰宅した二 

人兄弟のうち 長男は横座 ( いろりの上座 側 、 入って突き当りの 座 ) に座り、 次男は左 座 

の、 客 よりも上座に 座った。 
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60 "neywaom 酊 nanlpeo そく aypo 60 にの若い方はどこから 旅をして 

nlspa ne Ⅰ uwe an? a 臣 on ゑ ha 来られたのですか。 父上はおたずね 

uwepekennu@ruwe@he@an?" になりましたか ? 」 

6l seko で hawean,akusu(oha) 61 と言いました。 するとその年配 

n さ aomeku で enehaweanhl, の男の人はこう 言いました。 

62  "ohasukup  ku て ne(ukoho)  62  「同じ若い者どうしで 話し合うほ 

ukoytak  hi a 二 lki て usuy  kusu  うがいいと思ったから、 お前たちが 

eCI=lW る k hl a=te 「 e wa, (ak) 帰って来るのを 待っていて、 私はお 

okkayponispaa=kouwepekennu  若い方におたずねしないでいたのだ」 

kasomoklno 垂 l=anruwene れ 

63  sekor(haweanak)onnekur  ㏄と老人が言うと、 その年上の人 

hawean  akusu  oran さ ・ akIyanne  が、 またまた私に 拝礼しながら、 

kurk 打 maruymo Ⅱ koonk 打 m  kor, 

64  "neywaapkaspe,(he,ke)  ㏄「どこから 旅して来られた 方で 

kem  sawotpekaoka,tu 田 isawot  しょうか。 飢 鍾からのがれて 来る人 

pekaokaypenewa(nep)neywa  もいますし、 戦争からのがれて 来る 

apkaspeokkayponiSpaneruwe  人もいますが、 お若い方はどこから 

an?" 旅して来られた 方ですか」 

65  sekor  hawean  kor  65  と言ってたずねるので ，私はた 

i,kouwepekennu  hikusu, (a) す ねられるのを 待つまでもなく、 

a よ =k6uwepekennu  hi  a=tere 

pa ㎞ okasomoneno, 

66  "tapnetapne,Y 丘 petputuhu  66  「実は 、 私は湧別の川口の 大きい 

ta,innekotan  (akoya)a-ek6tanne  村に住んでいたのですけれども、 母 

wa 舌 n=an  peo て iaunu  korpeona  も父もいた者ですが、 父の顔も母の 

korpea 二 lnepne ㎡ ke,onakaunu  顔も見たことがないのです。 

kaorawklpa=newaora, 
67  n さて 虹 ・ lpokan 色 Ⅱ lpokalkl=an  67  どうにかこうにかして、 ほんの 

wa(Pon)Ponlyoyklrpokaa 二 ]kar  小さな 宝 壇を作ると、 そのたびに み 

kor,a ゴ二 kokerkeriwaisam  patek  んな持って行かれてしまっていまし 

ki,kan 血 akannakiwa,newaan  た 。 何度も何度もそんなことがくり 
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60  a=on 百 lha アオナハ 日常会話では、 砂流 川 ・間別川中流以上 ( 山手の地域 ) では 

ku ゴ ㎡ むクミチと 言う。 

62-l ohasu 蕪 upkulrne オ ハスクプクルネ [ ほかになにもなく・ 若い・ ム ・で m( 若い人 

たちだけで ¥0 (/O t 詰り手 KM) :< 同じ若い者どうしに >0 この話者の場合、 n の前のⅠは、 

たいてい n ン になるが、 ここでは、 なっていない。 

62-2 hi 嚥 rusuy ヒ キルスイ [        すること・をする・       した Ⅱ (        してほしい >0 

62-3 a 毛 lkouvv 甲 ek は mu アコ ウ タエ ペケンヌ ( 二 a 。 kolvw 守口 敏 Ⅲ tu) 。 a,kow さ p 蕪は Ⅲ u 
アコクエ ペケ シ ス と 発音されることもあ る。 語幹は依 ひ uw 叩旧 ker-nu. ‥に・ 話 ・を 聞 

く ] 。 人称接頭辞がつかないときは、 ko Ⅳ 甲 ek 行 mu コウヱ ペケ シス という形がよく 使わ 

れる。 す 民話 (2)205 

63  k 町 maruyno カンナルイ ソ [ または重ねて ) . 激しく K( またもや、 さらにまたくり 

かえして >0 

㎝ n 守 wa. ‥ neruwe 毎 n? ネイ ワ     ・ネルウェアン ?  ap 大槌アプ カシ は、 直訳すると 

( 歩く ) だが、 0 田打 咀 Ⅱ オ マナン ( 出歩く、 旅する ) と同様にも使われる。 この文は、 相手 

にたずねているのだが、 主語は o 如 Kaypo ㎡ 斗 a オッヵィボニ シ バ ( お 若いお 方 ) で、 3 人 

称。 一人双の男性に 対してきちんと 礼を尽くすような 話し方では、 この ょ うに、 相手を 

3 人称に置く言い 方がよく出てくる。 この 文 とほぼ同じ質問が、 「民話 (2) 」 :172 にも出て 

いる。 

65  a,te ㎎ p 杣缶 0 ぬ soInoneno ア テレパ ク / カソ モネ /  ( 語り手 KM) :( 待つまで 

もなく >0 日本語からの 翻訳 か 。 「聞かれるの 待つまでもなく motohoyerusuy モトホ 

ノエルスイしていた ( 自分がどういう 者かを言いたいと 思っていた ) 」。 

6 仁 1I tapne 臆 pne タ フホ タ フネ 直訳すると ( このように、 このように >0 引用文の冒頭に 

よく置かれる。 もっと前から 話していた言葉を 省略して、 このようにして 示し、 必要な 

部分だけを引用する。 以前の [ 音声 資糊 では、 ( かくかくしかじかで ) と直訳した。 この 

語は、 これから引用が 始まるという 合図の役割も 呆たしているので、 その意味では ( 実 

は ) という訳ですむ 場合もあ る。 

6 包 2 %lnekota 且 インキコタン [ 人数が多い・ 集落 ] 直訳すると ( 村人の多い村 >0 ℡ lukor 

pe. ‥ ne れ %e ウヌ コルペー ネヒケ 直訳すると ( 私は母親を持つ 者、 父親を持つ者だ 

が >0 19 に同じ内容が 別の表現で出ている。 

6 包 33 0 咀 W ドオラウキ [ 他動 ](( 動物やどろぼう ) を取り逃がす、 ( 品物なりが手に 入らな 

い、 ( 電車やバス ) に乗り遅れる ) 。 ㏄㎏㎡ オシ コ %<.., に 追いつく、 …を手に入れる ) の対 

語。 ここでは、 ( 親の顔を見たことがない ) 。 ( 語り手 KM) : 「 親 いたからこそ 生まれた 

ものだろうに、 親というもの 見たことないのに」。 

6 Ⅰ 1l a=i=k6k 億 rTke Ⅱ・ pa ね k Ⅱアイコケリケリーパテ クキ 直訳すると ( かきさらわれて 

しまってばかりいた ) 。 patek パテ ク ( ばかり ) は ( いつも - する ) 。 koker 化 e Ⅱ コ ケリケリ 

は す 18 
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pe  a=ey ゑ yciste  kor ゑ n=an  ayne  かえされて、 私はそのことを 一人で 

yayikesuyre@wa@ek@pe" 泣きながら暮らしていましたが、 と 

68  a=ne Ⅰ uwenehia 二 iyeakusu,  うとう自分から 村を出て来た 者」 

69  "haweneyaku Ⅱ l(iyokakeu Ⅱ 68  私はそういう 者だということを 

so) 十二 oyakkeun  somoe-arpano,  言いますと、 

a-pouta 「 nturanoa=unita(a)e-an 69 「それなら、 よそへ行かずに、 烏   

waa Ⅰ lpoutarieneikihin さ Ono さぶ k 干 たちと一緒にうちにいて、 息   子 た 

waneya ㎞ e/ ちがするとおりにしていたなら、 

70 (a=we)a-wen 血 a 伍 epohonan 70 私のふつつかな 娘は 、 顔もきれ 

kasaksirkasaksirineyakka いではなく、 姿も美しくないもので 

a=pirkakor  pe  okkew  kasi  はあ りますが、 よ い宝物を持たせ 

a=epfrkare@wa, て、 

7l  a=e=sinnacisekore wa (s り 71  あ なたに別棟を 建ててあ げます 

Ⅱ soyketaeci=ok る waneyakne, から、 あ なた方がうちのとなりに 住 

uweplrka=an,  (uwe,  u) んでくれたなら ぽ 、 お互いに幸せで 

uwemiste-anpeneruwenena ソ すし、 またお互いに 心強いことです 

72  sekoronnekurkaokkaypo  から」 

utarkahaweokakorkarlIla て ruyno  72  と老人も若い 男の人たちも 言い 

i=koonkam 廿   ながら、 またもや私にキ 手中ししまし 

73  onkaml=an  a  an  a kor ora,  た 。 

plrkaIpea 丑 。 k 廿 ewalpe 亡 <anaan 73 私も拝 不 L を繰り返してから、 ご 

a.(ya)lperusuy-anka で pnekusu ちそうを出されて、 たくさん食べま 

ipe=an@a@an@a   した。 おなかがす い ていたので、 た 

74 0 「 aslnl=an,uwenewsa て ， an, くさん食べました。 

ohao Ⅰ こ ay 甲 oneuwenewsar=anpa 74 それから休みました。 いろいろ 

koroka=anayne,hotke-anpa, .  楽しく語り合い、 同じ若い男どうし 

75  %simne  hike  wano, ne  でしばらくおしゃべりを 続けてから 

0 そく a Ⅰ 甲 outara, れ Ⅱ ゑ wakiIn Ⅱ八二 る Ⅱ 寝 ました。 

㎡ ke, 75  翌朝になってから、 その若者た 

76  okkaypouta て kaisonpene  ちと一緒に山へ 行きましたが、 

korka nep  ne wa  slrkl ya ka  76  若者たちも獲物がよくとれまし 
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67-2 eyay む s 佃エ ヤ イチ シテ 卜ア叩 七ケ te( そのこと ) で・自分・泣く・させる ] 直訳する 

と <( そのこと ) で自分を泣かす >0 一人で泣いていた。 

67-3 ya 尹 k ㏄ u 丹ヒ サ イケスイレ [ 埋 y-% ㏄ uy-% 自分・いやだから 出ていく・させる ]< 自 

分で出て行く ) 。 す 29-1.31 

68  a=neruwene ㎡ a 自 ye ア ネル ウ ヱネ ヒ アイエ直訳すると、 ( 私は・‥だということ 

を私は言った >o tapne ぬ @pne タ フホ タ フネ で始まった王八公の 言葉の引用が、 いつのま 

にか地の文になっている。 自叙者自身の 言った言葉の 引用であ るから、 どこまでが引用 

で、 どこからが地の 文なのか、 語形の上では 区別がつかない。 このテキストでは、 ギリ 

ギリまでを引用の 中に含め、 最後の部分のみを 地の文として 分けて書いた。 

69- Ⅰ㌔ oy 杣こ e ℡Ⅰ イョ ヤッケウン私たちのいない 他のところへ。 

69-2 色テロエイキ 発音は eykio 

7%1 a@we 八皿 a ㎞ epoho ア ウェン マトネ ポホ語幹は [w ㎝ - 打 憶 ㎞ 印 0 悪い・ 娘 ] 。 自分の 

娘を謙遜して 言う言葉。 す 156 

70-22 n 皿 ㎏ ".a, が Ⅱ仏典 wa ナンカーブピリカシワ 娘をとつがせようとする 父親が清 

う常套句。 直訳すると ( 顔もない、 姿もないが、 後ろ首の上を 豊かにして ) 。 後ろ首の上 

を豊かにするとは、 財宝をたくさん 背負わせる ( 二 持って行かせる ) こと。 

71  sinnadseko 虻 シンナチセコ ン [ 他動 ][s@m 百七㏄ - ㎏Ⅰせ別に 70 ・ ズ ・を持つ・させ 

る ](( 火 ) に別に家を持たせる、 別棟に住まわせる ) 。 娘 と結婚させて 分家とし隣に 家を 

たてて住まわせる。 [ 知分類人」 p.632: 「 s 市 nay て ㎡ s 千千 酊 lu[ 別の家におく ] ㏍木ロ べ 

・ ソ )) 分家する」。 

72  koonkcam ㎡ コ オンカ ミ (. ‥に拝礼 ( オンカミ ) する ) 。 す f5lon ㎝㎡ 正 
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74  oha0 灯りや one オハ オッカ イ ポネ oha ‥・ ne オハ ‥・ ネは ついてはす 6 ㌻ 1 

7 ㌃ 1 a, 抽 ㎡アトゥラ 直訳すると ( 私は ( その若い男たちに ) 同行して．‥ )0 

7 ㌔ z2   ki   血 ℡ ト an キムヌ アン 才 21 
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a 目 er ゑ ⅠⅡ dska ℡， nepi=etokotaa=an 迫 たけれども、 どうしてそうなるのか 

pekor,yukneclklkamuynecIkl わかりませんが、 何か私の行く 先に 

(a=e@a=e)@a=eawnarura   置かれたかのように、 鹿でも能でも 

77 hine(a)ora 孟 n=anhlohorhI とれました。 

orano, 77  しばらく暮らしていてから、 

78  "a 二 un 丘 hu", "a,on 姦 ha",  78  「お母さん」、 「お父さん」、 「お 兄 

  "a,yupih ㍗， (e) "pon  a-yupi",  さん」、 「小さいお兄さん」、 「大きい 
  poroa,yupl" お 兄さん」 

7g  sekorhawean,lankor ゑ n-an  79  と言いながら 暮らしていたの 

wa@pohene,@a=onautari で、 なおいっそう、 父母は 

80  "kamuya,poho","kamuy  80  「神のわが 息   子」、 「神のわが 烏 、 

a=poho" 子 」 

8l  sekor i-ye pa kor, kusu  81  と 言いながら、 そのために神の 

karnuysi 「 inea,i, る tomtewa ゑ n,an  よ うに大事にされて い て 、 何のつら 

wanep(a=esikirap)a=esirkirap  い   思いもせずに 暮らしていました。 

somo@ki@no@an=an   

82  peneay Ⅲ eoranelma 廿佗 pone  82  しばらくしてから、 その娘に、 

p,nemanuonahakorpeplrkakor  前に言われていた、 父親のよい宝物 

pe  matnepoho  okkew  kasl  を娘に持たせて、 別に家を持たせ 

ep Ⅱ karewaI=sInna(anu,a)ante  る、 私の食事の世話をさせると 老人 

kunak,(ir Ⅱ sipar)i=paroosukere  は言ったのでしたが、 

kmakyepneakus 
83  sonno  ka,kotan  epittaoka  ㏄そのとおりに、 老人は村じゅう 

utarnisukonnlekurkiwa,pirka  の人々を頼んで、 立派な家を、 父親 

cise,a 二 on ゑ hasoyketapirkacise,  の家の隣に立派な 家を 、 ニ 、 三日で 

ぬ tkorerkonewaa=karwa,  .  建てました。 そして、 

84  (m 愈く anokaype)a,(om 訂 lakor  解 ( どういうもの ) 父親の宝物を、 

waokaype Ⅱ 屯 k 酊 lokaypepuyar  どういうものは 哀から、 どういうも 

kariH 屯 kanokaypeapakari(so)  のは戸口から、 というように 外へ出 

soyopawa,kamuyiyoykirpirka  して、 たいそう立派な 宝 壇を作っ 

iyoykir@kar@pa@wa@ora て 、 それから 
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7 包 1 Ⅱ 廿 oko ね a= 虹子 p Ⅰ cor イイェトコタアアヌペ コロ 猟運 に恵まれることを 表してい 

る 0 同じことを表す 他の常套句 :dokoo № kec6 打訂正 e ヱト コ ナ カ ケ チョイランケ ( 前 

にも後ろにも 下ろされる )( 二 風合 KC)(r 音声資料 5 円、 turuwetokoreruwetoko 
め 打打 正 e トゥル ウヱ トコレルウェトコチョイランケ ( 行く先 ィ 〒 く 先に下ろされる )( 福満 

W)([ 音声資料 2% 。 

7 色 2 ㏄Ⅵ 甘 mra エアウナルラ @aw-n か田 ra その 頭 ・家の中・の 方へ・運ぶ ](( 獲物 ) を 

とって来る ) 。 ln では単に㏄ ko ㎡ ( つかまえる、 手に入れる ) と言っている。 

77  0hor オホ 。 <( 時間が ) 長い >0 この語の含まれている 部分、 直訳すると <( 滞在して / 

暮らして ) いるのが長くなってから ) 。 

79  a=on 百 u ぬ Ⅱ アオ ナウタリ 直訳すると ( 私の父親たち ) 。 両親を言い表す 言い方の 一 

つ 。 

80 k 廿 ⅡⅥ ya=poho カムイアポ ホ ( 神であ る私の息子 ) 。 神のようにすばらしいと 評価 

し 大切に尊重している。 

82  %1a 伍 eponep イマトネ ポネ プ (( 親 と娘のうちの ) 娘のほう )0 

田一 1 皿斗 Q 且 ok 曲 ype マカヌオカイペ [ どのようで・あ る・もの ] たくさんの宝物の 中で 

も、 どのようなものかによって、 上座の窓から 出すか、 戸口から出すか、 区別される。 

( 語り手 KM): 「特別いいものは puy 打 ㎏ h プ ヤルカリ ( 窓から >( つまり上座の 窓から ) 

出す。 これは戸口からでいいというもの ( つまり、 普通のもの ) は戸口から出す、 そう 

やって若い者の iyoykir イョイ キリを作る」。 

㎝ 乾 ka 血 uyiyoykir カムイ イョイ キリ [ 神 ・ 宝壇 ]( とても立派な 宝壇 ) 。 iyoyki パ宝壇 ) 

はす 2 ㌻ 2 
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85  eunnei=paroosukekorana  85  そこに、 私の食事の世話をして 

ma 市 epohotu ュ ranlo/sinnaa ゴ 二 %nte  いた娘と一緒に、 別棟を持たされ 

wa,matkor 臣 <anwaslnna 各 n 幸 ana  て 、 結婚して、 親たちと別居しまし 

ppoa 二 lrawketupakusu/ somo  たが、 そこで私はなおいっそうよく 

sI 巾二 anlnokunnehenetokaphene  働くために、 休まずに夜も 最も仕事 

arikikj=anlko Ⅰ ゑ n 二 an/y 億ェ k  cikoykip  に精を出し、 鹿や熊をとって 来まし 

kamuyCikoykip  a= 吠 anl 乃 W Ⅱ arura.  た 。 

86  etakasure  rupne  kamuy  86  特別に大きい 熊をとったとき 

a=osko ㎡ ko Ⅰ a 二 oon 百 haeu Ⅱ a-sewa  は 、 父のところへ 持って行きます 

arpa 二 lan  korpohene,a 二 on 百 ha  tu  と、 ますます父は 私に何度も何度も 

ray-onkami re ray-onkami, (i)  ていねいに拝ネしをくりかえしなが 

五二 koonka Ⅱ 廿 kor, ら、 

87  "keray  nep  un, (kamuy)  87  「さすがに神様がつくった 若者、 

kamuy(kat)karokkaypokamuy  神様がつくった   白子だから、 このよ 

karpoa=pohonepnekusuene  うに恵まれているのだなあ ! 」 

clkasnukare=kisirlenean!" 

88  sekorhaweankorlkopuntek  88  と言いながら、 わたしをほめち 

a@i=kopuntek@a   ぎりましたり 

89  a=yuputarikarpeuhaytaslri  89  元たちもすることに 不足はない 

isam  penekorka,a=on ゑ uta Ⅱ eun,  のですけれども、 父 たちのところ 

poro  p  a=oskoni kora,k0rwa  へ、 私が大物をしとめると 持って 行 

arpa=anwa,p6hene,Lkopuntek  くので、 いっそう喜ばれて、 妻と仲 

kor,pirkauheturastea 二 macihi  良く幸せに暮らしていました。 

れ肛 anokiwa, 

g0 a 二 lSlwtoutari ne yakka, g0 舅 ( しゆうと ) たちのところにも 

a=kos 丘佗 we.(siro)s 旺 -onu 皿 nankor 遊びに行きました。 夕方になると 遊 

anak a=kosinewe wa, ratcl びに行って 、 静かに語り合っていま 

uwenewsara 臣 lkipakoroka=anpe した 0 そのようにしてしぼらく 暮ら 

ne ruwe ne ayne, sine an ta, していましたが、 あ る日、 妻がこう 

a=macihi@ene@hawean@hi, 言いました。 

9l  打 a=yuputa Ⅱ， weysanpekor  g1  「兄さんたちが、 悪い心、 悪い 精 
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85-1 s 廿 maante シンナアンテ s 廿 Ⅵ a ㎝ i-te[ 別に・いる・させる ] 直訳すると < 別に住ま 

わせる >0 

85-2 poa=rawke 抽 pa ポーアラウ ケトゥバ ( 語り手 KM) :< ますますはっちゃきになっ 

て働いた ) 。 他動詞だが、 目的語が何かわからない。 ( 福浦 S) は、 接頭辞 U ものごと 

( を )) のついた自動詞 廿 awke 抽 pa ノ ラ ウケトゥバ を使い、 ( 仕事をする、 何をするにも 

一生懸命 よ く働く ) と訳した。 現代の「職業」を 言い表すのにもこの 語を使っていた。 「 昔 

声資米邨 J( 平取 HK 民話 ) にも、 自動詞五典 wke 抽 tPa が出ており、 千歳に 点 とりに行った 

人がそこでいろいろな 仕事をすることを 言 う 文脈、 と、 伝染病の神が「病気をまき 散らすと 

いう仕事をするにとを 言 う 文脈とに使われている。 『 萱疑 辞典」 : 「 ノ ラ ウケトゥパ 集団 

で働きに来る ( イ 〒 く ) 」、 使 6 場合の例として、 「和人によって 強制的につれて 行かれて働 

かされた時など」、 「病気をまき 散らす神がアイヌの 村へ 来る時」。 本 資料の二つの 民話で 

は、 ㌃のつかなり 他動詞の形が 使われ、 熊などを ( とってきた ) と訳される場合にも 使わ 

れている。 102 には、 eya 打 awwk 色抽 pa エ ヤ ノ ラ ウケトゥパ [ 他動 ] が出ている。 ℡ wke 抽 [Pa 

ラウケトゥパ の基本的な意味は ( 出掛けて行って       の仕事をする ) または ( 出掛けて行って 

… ( 生活のかてなど ) を手に入れるために 働く ) であ ろう。 ここの部分の 意味は 、 ( なお 

いっそうかせ 引 ために )> かもしれない。 す 民話 (2)2-3 

8 ㌃ E3 eaw ⅠⅠⅡ ra エ アウナ ルラ <( 獲物 ) をとって来る >0 す 76-2 

8 色 1l osko ㎡ オ シコ二 す 10-2 

86-2 mray つ Ⅰ aI 化 ㎡ 虻 ray つ田伍血姉 トゥライオンカ ミ レライオンカミ 直訳するとく 二つ 

のすごいま 耕 し、 三つのすごい キ討け 。 連用語として 使われている。 初出。 仙 - は ．‥ トゥ 

      し       の対句表現はこの 場合たくさんくり 返されたことを 表す。 

8 Ⅰ 1l kera ダ nepu Ⅲケラ イネフ ン [ さすが・であ る・こと・ ( 納得の助辞 )]< さすがのこ 

と ( だなあ )> 。 ( 語り手 KM) : 「㎏ muys ぬ lm ㎡カムイサシミ ( 神の子 >( を ) 見て㎏ muy 

㎏ mVuy カムイカムイ ( 神 、 神 ) と言っているので、 それだけのことがよくできるという 

ことが k は aynep ケライネ プ 」。 

87-2 ka 血 uyKaroKKaypoKamuy Ⅰ 沖 V0 カムイカルオッカ イポ カムイカルポ 類似の語 

句を並べて対句にしている。 ( 神のつくった 若者、 神のつくった   烏   子が私の自子だから ) 

とは、 ( 私の烏子は神のつくった．‥だから ) 。 

8 Ⅰ ;3 kar カラ 二つ目の k 肝の ァ は 、 言いかけて声は 出ていない。 

87 Ⅱ cik あ nukaar チカシ ヌカラ 九官鳥の声にかき 消されて nuk 町の部分は聞こえないが、 

語り手に確かめた。 ロ ーは中相 接頭辞、 k as(i)nnk く 打は (( 神が ) 見守る二守っていろいろ 

とよくしてくれる >0 6 ぬ Snuk 虹色 照は 、 ( お前は榊に ) 守られ特別に 恵まれている >0 

8 ㌻ l karpeuha 外 る 力ルペウ ハイタ音声が 不明瞭だが、 語り手に確かめた。 ( すること 

が不足している 二 不十分であ る >0 ( ペナコリ UT) :< 仕事が足りない >0 

8 ㌻ 22 uw は㎝ naSte ウ ウェトゥラ シテ ( 福満 W) は 田 Ⅰ ま ℡ あ te ウヘ トゥランテ。 す (2)30 仁 1 

g0  kos 下 ewe コシネ ウェ [ 他動 ][. ‥のところに・ 訪問する K(. ‥を訪問する、 …のとこ 

ろに 遊 ぴに行く ) 、 s 血 newe は、 仕事や争いなど、 特別な用事のためではなく、 ただ交際 
のために訪問することを 言う。 

gl  we 膵師 lpekor ウェイサン ペ コル す 16 
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wen@kewtum@kor@pa@wa ， 

92@ ， e=hokuhu@kamuypirkare ， pe 

ne kusu, aok 姦 akkari, a,on ゑ ha, 

kamuy@poho@ne@yak@patek@ye@kor, 
i=akkari@etakasure@ (kewtumu) 

kewtumu@oro@omare   

93@ sinep@takup@ne@kor@pe@ne 
hawe@ne@pekor@patek@hawean@kor 
an@kusu,@i=kasuy@wa@i=kore@yakne, 
neun@poka@a=kar@wa,@e=hokuhu 
a=rayke@wa@ne@yak@okake@ta@nispa 
a Ⅰ newa,a=e 亡 pirka て ekusuneruwe 

nena' 

94@ sekor,@a=yuputari@(iye)@i=ye 

ruwe@ne@korka, 
95  ,a,hok 丘 hu  (eok) ekot pe 

anakne@asinuma@ka@a=ek6t@kusu@ne 

ruwe@ne@na' 

96@ sekor@hawean=an ． 

97@ akusu@ orano ， uwokari 

uwokari@i=toyko-kikkik ， (a ， a) 

a=yuputariyep  somoa,nu  hi, 

Ⅱ ko Ⅰ 丁 uskakusui,toyko-k Ⅱむむ 又 pa 

ruwe@ne@korka/@somo@an@kusu@ne 

na ， 

98@ a=hek6te@nispa@ekimne@yakka 
yayl 市 pa で enoap 山山 oapkas,(su) 

u ぬ Ⅱ utaana ぬ leslnl,wa, 

gg a,kom6nmetukane,(a)aep 

necIkl(une)ha Ⅱ uneclklnep 

a Ⅰ esirk て apsomo ぬ kusu,u 山 mta 

神を持って、 

92  「お双の夫は 神に恵まれている。 

だから、 おれたちょり、 父は、 神の 

烏子だとばかり 言って、 おれたちよ 

りもずっと、 特別に入れこんでい 

る。 

93  子どもはあ いつ一人しかいない 

ようにばかり 言っているから、 お前 

が協力してくれるなら、 なんとかし 

て、 お前の夫を殺して、 そうしたら 

そのあ とで、 われわれは金持ちに 

なって、 それでお前を 幸せにしてや 

るから ] 

94  と兄さんたちが 私に言いまし 

た。 けれども、 

95  「私の夫が沈んだら、 私も死にま 

す」 

96  と私は言いました。 

97  すると、 それから 見 たちは代わ 

るがわる私をひどくぶちました。 私 

が 見 たちの言うことを 聞かないのに 

腹 を立てて、 私をさんざんぶちまし 

たけれども、 私はそんなことはしま 

せん。 

98  あ なたは山へいらっしゃって 

も、 気をつけて 虹事 に歩いてくださ 

い。 ときどきは休んでください。 そ 

して 

99  食べ物でも食糧でも、 あ り余る 

ほどあ って、 何一つ不自由しません 
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92-l k 臼血 iuy@plrk る % カムイピリカ レ よ amnuy-p Ⅲ Q- 氏神 ( が ) . よくなる・させる m( 神に 

よって恵まれている >0 獲物にも恵まれ、 なにごともうまくいくことを 言っている。 工詰 
はその恵まれている 人。 

92-2 aok5% こ皿 丑 アオ カ アッカリ ( われわれよりも ) 。 伝統的なアイヌ 語では、 杣こ 荻ナ アッ 

カリに人称接頭辞がついて、 i,a kan 知 イヤッカリという 形になるところであ るが、 ここ 

では ィ 市名詞 aok 奇を置いたあ と、 人称接頭辞は 落としている。 すぐ後に、 代名詞のない 
ところで、 i 甫恩 Ka Ⅱイヤッカリの 形が出てくる。 

92-3 kew 出 muo 「 oom 且 ㎎ ケウ トゥムオロオマレ 直訳すると ( 気持ちをその 中に入れて 

いる >0 

g5  ekot ヱコト ( 福浦 S) の言葉では、 <,,, で 死ぬ 、 ( ひどい病気 ) にかかる >0 この語の 

含まれている 部分は、 直訳すると、 ( 私の夫が死んだ 死因は 、 私もそれで死にます >=< 夫 
が殺されたら 自分も同じ方法で 殺されて死ぬ >0 ( 千歳 5N)< 刀で 斬 ( き ) られて死ぬか、 
ひもで首をしめられて 殺されるか、 刃物で殺されるか、 そして夫が死んだら 自分もそれ 
で死んでいい >0 ( ペナコリ UT) :< 自分の夫も死ぬのなら 自分も死ぬ ) 、 「 e ㎏「 tpe エコ 

ト べ は ( もう死にそうになったら ) 、 苦しんでもう、 死ぬ生きるという 間のこと」。 

9 Ⅰ 1l i=koy 山田 曲 イコイルスカ ( 私に対して腹 を立てた >0%S ぬ ルスカ ( 他動 1(        を怒る、 

…のことで腹 を立てる ) 、 面㎎ ka イルスカ旧勘 ]( 腹 を立てる ) 、 koyru ㎎㎏コイルスカ [ 他 
動 ] Ⅸひ五Ⅱ s ぬ       に 対して・ものごと・に 腹 を立てる ] だから、 田 moa=nu ㎡ ソ モア 

ヌヒ ( 私が言うことを 聞かないこと ) という目的語は、 計算上は取れないはずだが、 この 

ように言っている。 このような例は 初出。 

97-2 somo 簗ぬ ㎎ une ゾ モアンクス ネ k ㎎ u の部分が不明瞭で、 k Ⅱ㎝ 皿 クチュ ム の よ 

うに聞こえるが、 語り手に確かめた。 somo 帥ソ モアンは <( そんなことは ) 起 こらな 

い ) 。 この場合、 皿 アンは a,M アキ の代わりで、 ( 不定の人がそうする 二 ( そういうこ 

とが ) あ る、 起こる ) 、 <( 弓 @ 文中の ) 私がそうする >0 この部分は、 ( 私は兄たちの 言うこ 
とを聞きはしない ) ということを 言っている。 

9 ㌔ ll a=hek6ten 憶 pa アヘコテニシパ ここから始まる 引用は、 主人公の妻が 夫に言って 

いる言葉だが、 相手を 2 人称ではなく 3 人称に置いて 言っている。 この言い方は 繰り返 

し 出てくる。 す ㎝ 

9 ㌻ 22 u 杣 ruta 毎 naknle ウ トゥル タ アナクネ 直訳すると ( その間 ( あ いだ ) には ) 。 山へ 狩猟 

に行くときと 行くときの間には。 

9 ㌻ ll a=kom6nmetu kane アコモ ノノ ト 9  カ ネ ( 語り手 KM) :< 余るほど ) 。 

㎏ lmom Ⅱ e 抽 、 mom Ⅱ e ぬ 共に初出。 mdu ノ ト ウ は、 iyeme ぬイイェノ トウ ( 酒を飲み 

残して人に持って 行ってあ げる ) 、 koyem 。 抽 コイ エヌ ト ウ <( 火 ) に酒を飲み残して 持って 

行ってあ げる >( 福満 5} の語 構成要素として 出ている。 ( 余す ) か 。 
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anak@sini@ranke@kor@ekimne@yak 
pirka@na ・ " 

1@00@ sekor@ a=macihi@ hawean 

ruwe@ne@korka, 
Ⅰ 0]  "hemantaa,karkusu,n さ oro 

ka@arka@ka@somo@ki@p@sini=an@wa 
an=an p ean?"@ 

102@ sekor@yaynu=an@pe@ne@kusu 

o@ r@ o@ w@ a@ n@ o p 6” e n e 

a=eyayrawketupa,@ yuk@ (ciko) 
cikoykip@ kamuy@ cikoykip 
a=eawnarura   

103@ (ci)@cihoki@poronno@(ak,@aw) 

a=uw さ kari 二 e  kor,siporo  (cD  cip, 

cipsikeka a=nuk 舌 r kane, 

a=cipekusa@ wa@ repun=an@ kor, 

a=on 百 utarimikunip,ekunip, 

(ku)@ku@kuni@usa@tanpaku@ne@ciki 
sake@ne@ciki,@kasi@a=ose ． 

  04@ yaykata@ ne@ yakka, 

a=eyaykotomte@kunine@a=macihi 
ekotomte@kunine,@saranpe@ne@ciki 
usa  okay  penuwe a=ko 舌 n  wa 

hosipi 。 an  ranke  kor  ゑ n,an  a  p 

p6hene  a 。 i=k 屯 ske hi ne kuni 

a= Ⅰ aam 丘 ko Ⅰ ゑ n 目 anap/   

Ⅰ 05  o て a  yay Ⅰ a 血 u  ka 

yaykosiramsuypa=an@ wa 

a=huymainpa@wa@inkar=an@hike, 
Ⅰ 06  a=macihi ka  y は putari 

kokewtumkor@ siri@ ne@ noyne 

から、 山へ行く間あ いだに、 ときど 

きは休んでくださいませ」 

100  と妻が言いましたけれども、 

私は 

101 「なんのために、 どこも悪くも 

ないのに休んでいるものか」 

102  と思ったので、 それからなお 

いっそう仕事に 精を出し、 鹿や能を 

とって来ました。 

103 交易 品 をたくさん集めると、 

とても大きな 舟に積んで、 舟の後 

尾に座って、 舟で海を越えて 沖の 

国まで行っては、 両親の着る物や 食 

べる物、 飲む物もいろいろ、 たばこ 

やら 酒 やらを持って 来てあ げまし 

た   

104  自分自身にも、 自分に似合う 

ような、 妻に似合うような、 絹 やら 

いろいろなものをどっさり 手に入れ 

ては帰って来ていたのですが、 それ 

でなおいっそうねたまれているのだ 

と思いましたが、 

105  自分の心の内で 考えて、 様子 

をうかがっていると、 

106 妻も兄たちと 心を合わせてい 

るらしく思われた 
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99-2 u 杣且 lta ‥・ P Ⅱ nkana ウ トゥル タ       ピリカナ直訳すると ( 間には休み休みしながら 

m へ 行ってください >0 

101-l hem 町血 a,k ュ rkulsu ヘ マンタ ア カルクス 直訳すると ( 私が何をしたために ) 。 こ 

の引用の言葉は 疑問の形をとった 反語表現。 

101-2 n あ m ネオ ワ (        の ( 体の ) どこ ) 。 なぜか、 人称接辞 a= ア がついていない。 ( 福浦 

W,S) は 、 h Ⅱ n ㏄の㎏ 町 ㎏㎏ 粟 lrnoo 蛙ク ネオ ロ カアルカ カソ モキのように、 人称接 

頭辞を伴って 使っていた。 

102  色 ya 押 awk け Ⅱ pa ニャ イラク ケトゥパす 85-2 

10 ㌻ lci 『 汝 e Ⅰ Q チ プシケカ ロ 庄 sik 田箔舟 ・荷物・の上 ](?) む psike ㎏ a-nu 止血㎏Ⅱ e 

チ プシケ カ アスカルカ ネ ( 舟の底 / 荷物の上 ( ?) を見ながら ) を、 く福満 5) は、 
yay は oipsike ㎏ t-nuk 肛 @ 賦 ㎏Ⅱ e ヤイチ プシケ ヵヌヵ ランカ ネと 言い、 ( 舟のともに座って ) 

と訳したり積み 荷を目的語とするときは、 e-< ‥．で ) をつけて他動詞にして、 
a 弍 y 姦 y む ps 汝 e ㎞ -nukar ㎏ 皿 e アニャイチ プシケ カ スカルカ ネ (r 音声資料 3J)o 「 金ユ集 1 」 

5371: ひ dpshik 鉄ぬ ぬ 船の底板の上の」、 5379-: 「 山 ipsh 汝 口笛㎝ /u 典 ㎞ noo ㎝ 血 Ⅲ 

Ⅰ - 船の底 板 なるⅠ色々な 倭の穀物Ⅰ‥Ⅰ。 [ バ 辞典」 : 「 shik よ a 甲板・ n Ⅱ 加ル比イ Ⅱ 

s 肋 P 」 0 r 加 地名刀へ」 sike の 項 : 「舟底。 二曲 i 倖 s Ⅰ 且 」。 

10 ㌻ 2 a=nuk 丘ィア ヌカラ onuk ゑアオ ヌカラ と 発音されているが、 言おうとした 言葉は 

a=nuIk 愈ア ヌカラであ ろう。 

l ㏄ a@@ 百 y Ⅹ 砒 om ね蕪 m 下 e ‥・ eko め m 佃蕪 m Ⅲ e アエ ヤ イコ トムテクニネ       ェ コ トムテ 

クニ ネ ( 語り手 KM) :< 自分に似合うような、 妻にも似合うような >o ㎞ m ㎞ e ク ニネは 

直訳すると (. ‥する 26 に ) 。 

105-llya 杵 amu ヤノ ラム け ay-ramuu 自分・の 心 ]< 自分の心で、 自分で ( 考えて )>0 ( ペ 

ナコリ UT) : 「自分でどうしようかなと 思って考えている」。 

105-22hu 砕 Ⅰ ampa ブ イマンパ初出。 語 構成も語源も 不明。 ( 語り手 KM):< 様子をうか 
がっている ) 。 [ 萱 野稗 如 : 「 ブ イマンパ ( 気をつけてよくよく ) 見る 、 ・観察する、 見直 

す」。 [ 中子辞典 ] 「 - を 注意して見る」 0 『 久 辞典 樹 : 「 h ㎡ mampa  気を付けて見る 、 

種々くり合わす、 都合をつける」。 
106  kok 館硅 ⅢⅡ 又 or コケウ トゥム コ口 出か k 研硅 山千 kor と一緒に・ 心 ・を持つ ]<. ‥ と心 

を合わせる >0 
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yaynu=an@kor@an=an ， 

107@ pe@ne@ruwe@ne@a@p@sineanta/ 
slneanonuman,klyarmea= 八 p 鮎 

ゑ hu Ⅱ 止 Ⅱ ne, 

108@ "kamuy@a=akihi,@a=kor@pet 

petetokoho@ ta@ (oman@ ru) 

omanrupar,@siporo@omanrupar, 
a=pa@ruwe@ne@korka, 
109@ oar@puyne,@aoka@patek@ne 
yakun,@ene@ne@hi@ka@isam ， kusu 

nisatta,@nisatta@oyasim,@(a)@kamuy 
(a)a,ak 缶 Ⅱ ，抽て awai 。 ko Ⅰ eyalme 

kamuy@a=akfhi@a=emste@wa,@ne 
omanrupar@a=koyki@kus@ne@ruwe 
nena 打 

1 10@ sekor@ hawean@ kor@ ek 

hikusu,@a=kopan@sekor@ne@yakun 
pohenewenkunia-ram れ士廿 kusu, 

(a=e Ⅰ ゑ -ko6nk3 皿Ⅰ   

Ⅰ ll akusuoraramuhemesusu 

ruwenenoyne anhine soyne 

hikusu@okake@ta,   

]12 れ a 二 macihl y 丘 puta て l 

kokewtumko て s ご Ⅰ l,a=e Ⅰ ゑ manno, 

蓋 n 臣 anwaaslnumaanakne,aPu 

sma=nemwekasomone.kmuy 
sasimi@a=ne@wa@an=an@wa,@kamuy 
a 自 on 百五 a(l)1 。 Ⅱ kkl ⅡⅡ patekt るて ewa 

an. 

Ⅰ 13 k@a=e Ⅰ 台 manwa ゑ n=anruwe 

ne kus te wano anakne, ne 

107  のですが、 あ る時、 あ る晩、 

年上の兄が入って 来て 、 

108  「栄君、 私たちの川の 水源のと 

ころに熊の巣穴、 とても大きい 熊の 

巣穴を見つけたのだけれど、 

109  ただ私たちだけでは、 どうし 

ようもないから、 あ す、 あ すかあ 

さって、 荒君が私たちと 一緒に行っ 

てくれたら、 荒君を頼りにして、 そ 

の巣穴の能をとるから」 

Ⅱ 0  と言ってきましたので、 いや 

だと言ったら、 なおよくないと   思い 

ましたから、 私は拝礼しました。 

111  すると、 兄は安心したらしい 

様子で、 外へ出て行きましたから、 

その後で、 

Ⅱ 2  「妻が兄さんたちと 心を合わせ 

ているのを、 私はわかっている。 そ 

して私は人間の 子ではない。 神の子 

なのだ。 そして神であ る父が、 私を 

天に受け入れようとばかり 待ってい 

る。 

Ⅱ 3  そのことを私はわかっている 

から、 これから、 その能の巣穴 へ能 
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108-1 la 血 uya 屯 田 Ⅹ カムイ アアキヒ ここから始まる 引用は、 長兄が主人公に 向かって 

言っている言葉だが、 ここでも、 98-1 と同様、 相手を 3 人称に置いて 言っている。 

108-22omanrupar オ マンルパラ [oman-ru-par 行く・ モ ・ ロ ]( 語り手 KM) :< クマの 

巣 ) 。 ( ペナコリ UT):< あ の世 ) 、 「熊の巣穴は㎏ miuysuypar カムイ スイ パラ」。 『 萱 
野 辞典 J: 「冥土の入口」。 「 久 辞典 稿 』 : 「 oman)rup 打 死の国への洞窟の 人口」。 

I ㏄ koyld コイ キ <( その熊の巣穴 ) を襲う >0 

11 帖 llpoh ㎝ ewen ポ ーヘネ ウェン ( なおいっそう 悪い ) 。 承諾すれば殺されるが、 断っ 

たらもっとひどい 目にあ れされる。 

110 り 2 a,k ㎡Ⅰ化 伍 ㎡ アコ オンカ ミ オンカ ミ は 討 L する ) は、 この場合は承諾の 印として、 の 

どの奥から出す 低い声で叫 m,m,m, ℡ムムムム ム一 と言いながらしているのだろう。 

11 ㌃ l kokew 杣 mkor コケウ トゥム コ 。 妻に言っているのだが 主語は a 。 ma ㎝ 廿 ( 私の妻 ) 

で、 3 人称。 この引用の後半 (114) では、 妻を 2 人称に置いている。 

11 ㌃ 2 ㎏Ⅱ 仙 ysasimi カムイサシミ ( 神の子 ) 。 ( 福浦 W,S) は sas む ㎡サシミではなく 

粟ま ㎡ サシニと 言っていた。 sa ㎡ サニ ( 干 、 子孫 )( 語源は ( 出たもの )) の sa サ の後に同 

じ子音 s を繰り返し㎡の 前に同じ母音 i を繰り返して 作られた語であ ろうか。 ( 千歳 

SN) の言葉でも同じく 粟 ㎡㎡ サシニ 。 ( ペナコリ UT) は、 この語り手と 同じく s め b ㎡ 
サシミと言う。 

29 



omanrukoykl kusu aIpa=an をとりに行ったら、 すぐに、 上天の 

yakun, nani, rikunkantoun 神であ る父のところへ 帰るのだから 

kamuya Ⅰ (On 百 haeunhosipi=an ね 。 

kusuneruwenena, 
114 Ⅱ okake ta, e=yuputarl Ⅱ 4 私が死んだ後で、 お前は兄さ 

ramuosmakunlne,pl す ]kahoku  んたちが賛成してくれる よ うに、 ょ 

e 二 ko Ⅰ wa, 折山 l 二 Can Ⅲぬよ a Ⅱ 八 e,eyay,  ぃ 夫を持って 、 私が いた 時よりも 

e,e)e=yaypl Ⅰ「 dkarewae=anyak  もっと幸せになって 暮らしなさい」 

plrkana 打 

Ⅰ 15  seko Ⅰ a 二 macihl (a) a=ye  ll5  と私が妻に言うと、 

akusuorano, 

1 4 6  " 目 y U P U t a 「 1 Ⅱ 6 「兄さんたちと 心を合わせてい 

a 二 kokew 抽 Ⅱ 瓜 orsomokipsomo  ないのに、 いないのに」 

kip" Ⅰ「 7  と妻は言いましたけれども、 

117  sekorhaweanhikeka,tane  私は今は妻を 残して行こうとばかり 

anakne a=hoppa kuni patek  思 、 うものですから、 たたきなでする 

a 二 ram は pnekusua 二 eep さ ttesuhene  こともしないで、 一晩寝て朝になり 

ki@ka@somo@ki@no@rewsian=an   ました。 

118  isimne,na(moyre)moyre  l18 次の日、 もつと遅くの 話だと 

(ma)isoytaknehawenekunak  居 、 っていましたのに、 まだ夜明け前 

a=ram 丘 a p, nokunneywano,  に 、 兄さんたちがドサドサ と 入って 

a=yuputarl(ca)cawnara 刃 Ⅰ rPawa,  来て、 

11g  "a 拮 Cak こ れ tanpeor 十 lamakl そ Ⅱ 9  「第 2 、 今日に限ってどうして 

hine@ene@hopuni@n 。 ioyre ， こんなに起きるのが 遅いんだ、 

120  kestokesto,s 旺 pekerte で eewa,  l20  毎日毎日、 夜が明けるのを 

sl npeker(ko)kotpoktasoyne,. て 待って 、 夜が明ける間際 ( まぎ わ ) に 

sirkuI Ⅱ 佗 ko 中 oktaahunko Ⅰ ana  出かけて、 日が暮れる間際に 家に 

p,@hopuni@moyre@siri@an?" 帰って来ていたのに、 今日は寝坊 し 

12l  seko て (haweanhlkusuna)  ているんだねえ」 

haw  eoka  hlkusu  nanl  l21  と ( 言いますので・・・ ) 言い 

matkosanu 二 an  hine, wenno  ますので、 私はすぐに飛び 起きて、 
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114 ra 血 u ㏄ 血ニ ラムオシマ ㎏ 血 u, ㏄ 巾 るその心所 l . に入る ]< 同意する ) 。 ku ⅢⅠ e は 

(.   . するように ) 。 

116  somoklpsomoklp ソモキプノモキプ ( しないのに、 しないのに ) 。 同じことを 

繰り返し何度も 言ったことを 表すのに、 最後の部分だけを 繰り返す。 

11 Ⅰ ll epe 廿 ㏄ u エ ペッテス [ 他動 ] ト -Pe ト t ㏄ u( そこ ) に・ ポ ・をすべらす ].(?)( 語り手 K 

M):( たたきなでみたいにする ) 。 ( 千歳 SN): 「軽くなぜるみたいなまね」「ちょっと 何 

か、 夫に気の合わないような 言葉を出したから「なに、 このやろう」ってやる」「子どもに 

もやることがあ る。 お母さんでもお 父さんでも」。 この二人の示す 仕草を見ると、 平手で 

たたきながらその 手を サッ とすべらせる。 「なでる」、 「なぜる」といっても、 愛情の表現 

ではなく、 むしろ怒りの 表現らしい。 ( ベナ コ ソ UT) :< すべった ？ 。 

11 Ⅰ 2 %@wsianl レウシアン 拍動 ][ 単 ] [rews ト師泊まる・あ る ]< 一晩寝て朝になる >0 

1lg  tanpeor ね タン ベ オッタ [ この・ものにと・のところ・に ]< 今回は ¥0 ( 語り手 K 

M) :< 今日に限って >0 

120  si や eke れ e 正 シリペケ レ テレ [s 止 r,@-peker 丑さ re あ たり・明るくなる・       を待つ m( 明る 

くなるのを待つ、 夜明けを待つ >o r の後に t が続くとき、 r は t になり   この語は通常 

は slrDeKette ㎎と発音されるが、 ここでは、 t の前の下が、 はっきりてにも 発音されず、 

t にもなりきら 々 、 中間のような 音に発音されている。 

121 一 ]l hew ㏄Ⅹ オ ハウェ オカ 早口に発音されて hawo ㎏ハウ ォカと 言っている 0 
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wenno,@a=wenmacihi@supa@wa 
okay@pe@a=e@tek   

122@ akus@ nani,@ a=macihi@ ka 

turano,@ re@ irwak@ (cowkot) 

cowtomkoppa@wa@pet@turasi@paye 
hike@os@arpa=an@orano,@siwente=an 
pekor@iki=an@kor@i=tere@wa@oka 
pekor@(e) 
123@ "makanakip@ta,@tan@pe@or@ta 

(kamuy@ a=yu ， a=onaha,@ taka) 

kamuy@a=akihi@siwente@kaspa@siri 
ene@an?" 

124@ sekor@ haweoka@ kor@i=tere 

旺 terepakor,paye,Can  ayne,a=kor 

pet@ petetoko@ ta@ sikuma@ ka 
a=ohemesu ・ 

125@ akus@sikuma@ka@ta ， uren@pira 

pirakotor@carpirpiru,@pirakotor 
petetok@ne@hine@ora ， 

126@ hattar ， siporo@ hattar/ 

cukopoyepoye@ hattar@ an@ siri 

a=nukar@ kor@ situ@ turasi 

hemespa=an@hine/@paye=an@ayne, 
situ@ka@ta@hemespa=an@akusu, 
127@ me@ikuspe@roski@pa@hfne, 

inen@a=ne@wa@r6k=an@kunine@(rok) 
aynu@(rok)@rok@uske@kar@pa ， ora 

(ape)apeoy  ka  karpa  hine  okay 

peneam  wa,oro  tapaye=an  ⅠⅠ lwe 

ne  akusu, 

128  "hetak  hetak  a, ぬ 了さ s №Ⅰ suke 

そそくさと悪妻が 煮てあ ったものを 

ちょっと食べました。 

122  すると、 すぐに妻も一緒に、 

三人兄弟が歩調を 合わせて、 川に 

沿って上がって 行きましたが、 私は 

そのあ とからついて 行き、 まるで 

さっさと歩けないように、 の ら の ら 

行くと、 彼らは私を待っているみた 

いで、 

123  「どうしたんだ。 今日に限って 

( 兄君、 父君、 だか ) 弟 君は歩くのが 

あ んまり遅すぎるねえ」 

124  と言いながら、 私を待ち待ち 

しています。 私たちはそのようにし 

てずうっと行って 行って、 ようやく 

私たちの川の 水源にあ る山頂まで登 

りました。 

125  すると、 山頂に、 両側の崖の 

面が、 木も草も生えていないまるっ 

きりの崖面が、 川の水源になってい 

て、 

126  深い 淵 、 実に大きな深み、 渦 

巻いている深い 淵があ るのを見なが 

ら、 尾根づたいに 登って行って、 し 

ばらく行って、 頂上まで登ると、 

127  元たちは、 柱を四本立てて、 

私たち四人で 座れる よ うに、 人が座 

る場所を作り、 それから、 ( 火 ) 炉も 

作ってあ ったのでした。 そこに行き 

ますと、 

128  「さあ さあ 、 妹が食事のしたく 

32 



121-2 wennowenno ウェン / ウェン /  直訳すると ( 悪く悪く ) だが、 ( おお さ っぱに、 と 

ばしとぼし ) 。 ここの場合は 、 妻の料理のしかたではなく、 食べ方のことを 言っている。 

( 語り手 KM) :( 少し少し ( 食べた )> 。 

122-1 %lrw 打てレイルワク 語り手があ とで「 elrw 無 newa レイルワク ネヮ < 三人兄弟で ) 

とも言った。 

122-2 cowtomkoppa チョウトムコ ソバ 初出。 ( 語り手 KM) :<( 三人が ) そろった歩き 方 

なして ) 。 [c(i 卜ひ u-tom-kop-pa( 中和 )        される・そこに・ 互い・の正面 / 真ん中・ 

(?) . [ 複 ] Ⅱ ?)kop は初出、 意味不明、 レ kote. ‥に結びつける l か 。 

122 イ o ㎏ pek0r オカペ コルこの後に e とも テ ともつかない 母音が聞こえるのは、 pekor 

№ ペ コルイキ (- するようにして ) と言いかけたものか。 

12 ㌻ l makanaMp マカナキプ ( どうしたんだろう X どうしたのか・‥ ) いふ かって言う表 

現。 ( 福浦 S) は日常会話でよくⅡ 苗照 p マキ プと 言っていた。 

12312z 仮 Ⅰ Peo 「ロタン ペ オッタ 宙 Ⅰ 19 

1%  SI[kUImIla シ クマ ( 高い m の頂上、 峰 ) 。 ( ききり 手 KM) :< 高い山 ) 。 

125 u ㎎ n" ウレン - ここから 126 の終りまで挿入句。 少し前にさかのぼって 言って い 

る 。 

12 仁 ll haltar ハッタ ラ ( 語り手 KM) は、 ときにより、 ha 廿餌 a ハッタ さ とも、 ハッタ ル と 

も発音している。 
12 色 22 si 杣 Ⅰ 曲ぬシト 9 カ タ ( 屋根の上に )o slku 而百 ㎏ 牡 シクマ カタ ( 頂上 W 峰の上 ) に ) 

ではないのだろうか。 
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yakne, げ )ipe 臣 <an  waora,ta,taan  をしたら、 食べてから、 ここの、 こ 

piraa=o 汝 ako て an  omanruparne  の崖を越えるとあ る能の巣穴だか 

kusu,(a 二 lkoyki)a=koyklkusnena  ら 、 そこへ熊をとりに ヰ 〒こう。 さあ 

hoku Ⅰ eehoku Ⅰ ee,a, れ 虹 る sisukeyak  早く 、 妹よ 、 食事のしたくをしろ、 

pirka@pirka" しろ」 

「 2g sekor, haweoka hine ne, 129 と言って 、 私の妻が食事のし 

a 二 macihlsukekoranap,ora(l) たくをしていましたが、 こんど食事 

lpe-an kusu r6k=an kusu ne をするために、 座ろうとすると、 

akusu/ pl 亡 a p 自て urpo: ta, 舌 。 an ちょうど 崖 っぷちのきわのところに 

kurdne@i=rokte@pa   私が座るように 座らされました。 

Ⅰ 30  hikusta,pi て lka 耳 ram  ne( Ⅱ ye)  130  ですから、 私のことをよい ， L 、 

Ⅱ 田 amupawal= 抽 rapa ㎡ sornone で 思 、 って連れて来たのではないこと 

hIa-e Ⅰ 無 Rannoa 丑 u Ⅰ ゑ pnekusu, を私はわかっていてついて 来たので 

enehaweokahIn さ inopirap 百 lrur  すから、 言われたとおりに 崖 っぷ ち 

tamono 百 ， anakuSu,(o)ltanklo 「 に座ると、 妻がおわんに 食事をよ 

iyo(a)a-mac 伍 ikinine, 正 kopunl.  そって 、 私に差し出しました。 

131  h 色化 a=ukkusu,tektarara=an  l31  そして私が受け 取るために 手 

a  p  rapo  ， k , を 伸ばしたときに、 

132@ "hetak" 132  「それⅡ 

133  sekorhaweokah 竹花， renne  l ㌍ と言って、 三人で、 バッ と立 

wa  matkosanpa. hine  pira  ち 上がって 、 私を崖から突き 落とし 

i=oykare   ました。 

134  ora  pira  kotor  p 道 ka  134  崖の面を私は 転がりました。 

karkarse=an.karkarsetakup(ne  転がるだけでも 痛いのに、 崖に身を 

ya) ne yakka a=unin  pe pira  打ちつけて、 気持ちが悪くなるくら 

a よ，さ kik  hurni, a 二 es 首 npekese@  . い 痛く思いながら、 崖から落ち、 深 

ciskotkaneyaynu=an  kor,pira  い 淵の中に落ちました。 

a,o 汰 a,ha 廿 arora,osma   135  けれども、 なんとまあ 彼らは 

135  apineaptarap(tu)t 子 nas  下りて来るのが 早くて、 長い棒を手 

pakusutanneclkunIanpakane に持っていて、 川のところまで 下り 

oka@W3.@rap@pa@wa/ て 来ました。 
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128  0i ㎏オイ カ ト化 a その尻が・       を越える ]<(uK や尾根のような 高いところをまた 

ぐように ) 越える ¥0 / 語り手 KM) : 「火をたいたところより、 なんぼ か 高いのではない 

か。 oika オイカと 言うとまたぐような 感じだから」。 発音は oyka ではなく、 i イが 高 

い。 

12 ㌻ ll plrap 毎 Ⅱ 中 0: ねビ ラ パル ルポータ p Ⅱ ap 牡 ℡ ビ ラ パハ ルは [ 崖 ( がけ ). のふち ] 。 

p 血 ℡ パハ ルに指小辞 -po ポ がついて強調されて 伸ばされ、 (        のギリギリのふち、 際 

( きわ )>0 
12 ㌻ 22 l=rokfe イロ クテ 自分は一人だからⅡ 打 e でよいところだが、 主語 ( 兄弟妹 ) が複数 

なのでこの形を 使ったのだろう。 

130 a=er 任 ⅡⅠⅠ アニ ラマン ( 語り手 KM) は、 eramu 町 Ⅰ エ ラムアンと erarn 師 Ⅰ エ ラマン 

との二つの形を 持っている。 

13l  tek 榛 rara=anapr る tPok テクタララアナ ブ ラ ボク 「 tek-t 館町 a 手 ・を上へ上げてい 

る K( 語り手 KM) :< 手をのばしたときに ) 。 

133 i=oyka 腱イョイカレ [i 弍瓜か re 私に・       を越える・させる ¥oika オ イカ (        を越え 

る ) 、 o 汝 are オイカ ワ (        を越えさせる ) では i が高く強いが、 正がついてアクセント 核 

が前に移り、 0 が高くなって、 研が oy と二重母音になる。 ここの場合は、 がけの上か 

ら押して谷底に 突き落としたことを 言っている。 ただし、 宇 128 

l%  es 町 lpek ㏄ 0 で iskot エサンペケ セチシコト @ 擬 Ⅱ p 臼 k ㏄ 0 でか kot( それ ) で・ 心 / 体の 

中・の末端・ (?) .        につながる ](?) 初出。 この語の含まれている 部分、 ( 語り手 K 

M) : 0 気持ちが悪くなるくらい 痛い ) 。 静 内方言に次のような 用例があ る。 

「 簗 ， ぼ ampek ㏄色色 kot ㎏ me ア ネサンペケ セチシ コ ソ カネ私は苦しくて 叫 いて」 ( 虎屋ハ 

ル m( 『アイヌ民話 J コヒ 海道教育委員会， 1988,p.142. 志賀書棚執筆 ) 。 「 sanpewen=an 

む skot 。 皿 k 町佗 サンベ タ ンアンチ シ コタンカネ私は 死にそうに苦しくて」 ( 織田ステ ノ ) 

げ静 内地方の伝承Ⅱ J 静岡 W 教育委員会， 1993,p.227, 奥田航己執筆 ) 。 
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136@ Ⅲ 6m=an@W8@hattar@(o,@o)@or 

ta@ cukopoypoye=an@ hikeka 

sipusu=an@kor,@eun@tanne@cikuni 
kor@pa@wa,@(e,@e)@i=pekokikkik ， kor 

suy@ rawosma=an@ ranke 

rawosma=an@ranke   

137@ sekor@ sekor@ ora,@ ne@ (a) 

weysanpekor@pa@(i,@i)@irwak@utar 
isoytak ， 

136  私は流れて、 滝 壷の中で渦に 

巻かれていましたが、 私が浮き上が 

ると、 彼らはそこへ 長い棒を持って 

水 と一緒に私をたたきました。 する 

とまた、 私は沈んだり 浮いたり、 沈 

んだり浮いたりしていました。 

137  ということですが、 こんどは 

その悪い根性を 持った兄弟たち 力汚古 

します。 

138@ "ta@pakno@ne@yakun,@neun 
kamuy@ne@yakka,@tane@anakne 
siknu@eaykap@hikusu,@hetak@hetak 
a=um@ un@ hosippa=an@ wa, 

a Ⅰ On 百 iutanI,a=ko 百 ;SU 「 PUSlkUSune 

ruwe@ne@na, 

139@ ， ne@(o)@omanrupar@(a=koyki 

wa,)@a=koyki@akusu, 
140  tanepaknonuwea=ko る n 

(hikekeka)@ hikeka@ a=nukar@ ka 

eramiskari@siporo@kamuy@a=rayke 
hme,@a=ri@akusu@sanpehe,@kamuy 
(a=poho ， a)@a=akihi@e@eyaytupa@wa 

an, 

141@ neun@a=kok6pan@yakka,@ne 

kamuy@sanpehe/@kamuy@a=akflii@e 
akusu@ora,@ekohopi,@hokus@hine/ 
ray@wa@kasi@a=ohastuye@wa@sap=an 
ruwe@ne@na' 

Ⅰ 42  sekor,a 二 on ゑ uta Ⅱ a 二 ikosm 行正 e 
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138  「ここまでやれば、 どんな神で 

も今はもう生きていられないから、 

さあ さあ 早く家に帰って、 父 たちに 

知らせよう。 

139  『その熊の巣を ( 襲って、 ) 襲っ 

たところ、 

140  今までもたくさん 獲物をとっ 

たけれども見たこともない、 巨大な 

熊を殺して、 皮を剥いだところ、 そ 

の 心臓を、 ( 息子 殿 ) 弟 君が食べた 

がっていて、 

141  いくらたのだと 言っても聞か 

ないで、 その熊の心臓を 弟君は食べ 

てしまった。 するとまもなく、 ひっ 

くり返って死んでしまった。 それで 

その上に木の 枝を切って掛けて 帰っ 

て来たのですよ」 

142  と、 父さんたちをだますか 



136-l mom= 毎 Ⅰ モ マン 初めの m がはっきり出ていないのは、 口 をふきながら 話してい 

るためであ る。 

136-2c 丑の poyP め ye チュ コ ポイポイ ヱ依雙 DcN Ⅱ 刀 ye ウコ ポイポイ ェ の中相形 多 で、 ( うずま 

いている ) 。 ここでは、 うずに巻かれてグルグル 回っていることを 言っている。 『音声資 

料 5J ( 二 風合 HC 民話 ) の c 丘 kopoyepoye チェコ ポイェポイェ も同じ言葉であ る。 

田く opoy 甲 oye ウコ ポイポイ ヱ伍 kopoyepoye ウコポイェポイェ は 田く ， Opoye ウコポイェ < か 

きまぜる ) の重複 形 。 

136-3 町 だ kokl て熊イペコ キッキ ク [i@pe-k か kik 小山私を・ 水 ・と一緒に・ 何回もたたく ] 

( 語り手 KM):< 水 と一緒にたたいた >o H 千歳 SN) :iP よ o 照 kk く Ⅱ くイペコ キッキ ク 《水中 

の人が ) 手で水の表面をパシ ャ パシ ャ たたく >0 

137  sekor. ‥ isoy 伍 k セコロ ・‥イソイタク 語り手の卜書き。 次の行からは、 「精神の悪 

い兄弟 力塙吾る 」と言っているが、 その兄弟の中の 妹、 つまり殺された「神の 子」であ る男の 

妻の自叙となる。 

138  k0 的Ⅱ や唾 ニコア ス ルプシ㎏㏄ ura ㎡コア スラニ ( 緊急事態を知らせる、 替親する ) の 

類義語だが、 もっと重大な、 凶報を知らせることらしい。 (. ‥に車地事件の 知らせを伝 

える ) 。 卜 k ひあ ℡ -p Ⅸ u. ‥に・うわさ・を 掘り出す ] か 。 p ㎎ u フ スは、 地中や水中に 

隠れているものを 掘り出すとか、 見えるところに 取り出すことを 言うが、 p 田五プシ は 

わからない。 語末の u が何らかの原因で 上に変わったのではないか。 [ 菅野辞典 J : 「ア 

スルプス 知らせを持って 行く」、 「コア ス ルプス (- へ ) 知らせる : 聞かせるの 力汀 、 やなこ 

とだが知らせる。 親 とか兄弟が急死した 場合などに使う」。 koas ℡ a ㎡コアスラ ニ は ロ 

神謡 21 

141 一 ll ekohopi ェコホピ 1 後朝 <. ‥から分かれ 刊 離れて >0 しかし、 この語の含まれてい 

る部分、 ( 語り手 KM) :<... 食べてまもなくひっくり 返って死んだ >o e ㎏ hopiray ェコ 

ホビ ライ ( まもなく死ぬ ) という慣用句 か 。 「民話 (2) 」 552 に 、 e ㎏ト印 na, ぬ yke ェコポ ピア 

ライケが出ている。 ekohopi ヱコホピ は、 この世から分かれていくことを 指すのか。 

141 一 22ka(si)oh あ 抽 ye カシオ ハシ トゥイ ェ [ ㎏ (s りひ h ㎎ -%ye その上・に・ 細枝・を切 

る l ( 山で急死したため 埋葬することができないの 剖 ( 細い枝を切ってその 遺体の上に掛 

ける )0 
141 づ s る p=m サパン山から 村へ 帰るときは川上から 川下へ来るので ek ェク [ 単 l 、 打 k 

アルキ [ 複 ] ではなく s ㎝サン [ 単 ] 、 sap サ ブ [ 複 ] 力刊吏 われる。 

14 た 1 k ㏄Ⅲ化 e コスンケ Ⅸ 0 モ 山山 e. ‥に・うそをつく ](. ‥にうそを言う 、 …をだます )0 
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kusu@ne@ruwe@ne@na/@(a)@a=turesihi 
ka@neno@hawean@yak@pirka@pirka" 
143@ sekor,@kiyanne@a=yupihi 

hawean@wa@(sa,@a)@neno@(ne)@ne 
kuni@a=ye@kor,@ren@a=ne@wa@ora 
cowtomkoppa=an@wa@(sa)@sap=an   

(a,ay) 
144  hikeka  n さ un  a,ram 丘 ka 

somo@ ki@no@ sap=an@ayne@tane, 
a=kotanu@karanke@un@sap=an@humi 
ne@kuni a 宝 「 amU ko て， 

145@ "sirkunne@ hi@ a=tere@ wa/ 

sirkunne@wa@ora@kotan@or@osan=an 

kus@ne@na" 

146@ sekor@ kiyanne@ a=yupf 
hawean@hine@ora@sini=an@pa@sekor 
ne@kor@ora, 

147@ Yupet@emkoho@ekotanne 

kur ， ne@kamuy@poho@resu@wa@an 

wa 

148@ kamuy@ne@kusu@etakasure, 

(yayka)@yaykata@(yay)@yaykosanke 
poutari@ akkari@ epirka@ wa 

esiyokunnure@kor@an@pe@ne@ruwe 
ne@a@p,@(a)@aynu@poutari,@kor@wen 
kewtum,@kor@wen@katcam@an@kusu ， 

149@ kamuy@a=poho@keske@pa 

noyne@yaynu=an@kor@an=an@orano 
kamuy@ a=poho@ ekimne@ kor 

ら、 妹も同じように 言いなさい」 

Ⅱ何 と年上の兄が 言って 、 私はそ 

うすると答えて、 私たち三人で 歩調 

を合わせて下って 来ました。 

] 佃 ところが、 なんとも思わない 

でずうっと下って 来て、 もう私たち 

の村の近くまで 来たように思ったと 

き、 

145  「日が暮れるのを 待って 、 日が 

暮れてから村に 帰ろう」 

146  と年上の兄が 言って、 それか 

ら休もうと言ったときに、 こんどは 

147  樽別の中流域の 村に住む人 

が、 その神であ る息子を育ててい 

て、 

Ⅰ砧 杵だから、 特別に、 自分が生 

んだ   烏子 たちよりも、 その神なる 息   

子のおかげで 暮らしがよくなって、 

い ばっていたのでしたが、 人間の息   

子たちが、 その悪い精神、 悪い根性 

のせいで、 
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142-2 hawe 荻 ly 杣く ハウェアナク 続けて hawe 師 Ⅰ 燕 ハウェアナク と 発音されている。 

143  c0 Ⅰ 叫 om 汝 oppa チョウトムコ ソパ ここでは、 ( 語り手 KM) :< 一緒に、 競争みたい 

にして ) 。 す 122-2 

145  ㏄ 皿 オサン 卜， 6 ㎝ - に・川上からⅢ下へ 行く快 る ]((ft) に行く 侠 る ) 。 ここの場 

合は村に帰ること。 山から下って 来たので、 s 沖が使われている。 

14 包 1 si ㎡ シ 二 つかれてから 休息をとることだけでなく、 歩いて働いていたものが 休止 

することも高 6 。 

146 り sekornekor セコンネ コ 。 ( 語り手 KM) :(( 休もう ) と言ったときに )0 

147 一 1l Y 丘 ipet. ‥ ユペト ・‥ 148 の終りまで、 語り手の卜書きで、 3 人称になっている。 

147 一 22k 紅血 uypoho カムイポホ ( 神の息子 X( 親が神 ) と ( 神であ る息子 >( 息子が神であ る 

か、 または神のように 立派であ る ) との二つの意味があ るが、 ここでは、 すぐ後の 149 に 

ぬ muya=poho カムイアポ ホ ( 神であ るわが息子 ) が出てくるので、 ( 神であ る息子 ) の意 

味にとれる。 

14 ㌻ 1lyaykos 荻山 e ヤイコ サンケ リ ayk か粟 Ⅲ く e 自分で・出す ]< 自分で生む >o T 音声資料 

1 」 ( 福浦 W 神謡語り ) で、 女が出産した 場面で使われているが、 ここでは男の 実子のこと 

を言っている。 

148 イ ㏄ iyokluln Ⅰ Ie ェシ ョク シスレ 1 他動 ] 卜埼 yok 皿 ⅢⅡ㎎ - で・ い ばる ]( 語り手 KM) 

(( 父が ) い ぼって ( いた ))0 ( ペナコリ UT) :( いぼる ) 。 ( 福浦 S) :siyok ℡Ⅲ山色ショ ク 

シスレ ( えらそうにする ) 、 siyok 山 m 田 ewam  シ ョク シスレヮ アン ( えらそうな恰好し 

ている )0 「 萱疑 辞典 ] : 「ショ クシスレ い ばる、 えらぶる」。 

14 ㌻ 11 Ⅰ 毎 Ⅰ uya=poho カムイアポ ホ 3 人称の卜書きから、 いつのまにか、   兄弟の父親で 

あ る老人の自叙に 変わった。 
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sermakaha@(tus,@a ， a)@a=normoytak 

kor, ゑ n,an  wa apunno  hosipi 

ranke@kor@an@pe@ne@ruwe@ne@a@p, 
150@ tan@pe@or@ta@anakne@earkinne 
a=ep6tara@hfne/@wenruy@wenruy 
wa,@orano@kamuy-oroytak=an@kor, 
tu@kamuy@sinrit@re@kamuy@sinrit 
a=opentari@kamuy-oroytak=an@kor 
an=an@a@p, 
151@ a=kor@nusa@or@un/@kararak 

s ㎞ ep,petpessan  h 伍 e,na ㎡ a 。 koF 

nusa@or@ta@rew@hme,@else@hekoteno 

an@wa/@hepoki@hetari@kor,@ene 
hawean@hi, 

Ⅰ 52  "ka て a 耳 ak  to 

Yupet@emko@un@kur 
153@ kararak@to 

itak=an@ciki 

154  kararak  to 

e=nu  ka 抽 ana ㎞ e 

155  kararak  to 

enean  hi 

Ⅰ 56  kararak  to 

e=wenpoutan 
157@ kararak@to 

kamuy@e=poho   

158@ kararak@to 

pirka《irihi 

159@ kararak@to 

keske@pa@wa 
160@ kararak@to 

行ったときはいつも、 私はそのかげ 

で祈っていました。 それで無事に 

帰って来ていたのですが、 

1 ㏄ 仝日に限って、 私はとても心 

配で心配でたまもなくて、 何度も何 

度も神様にお 祈りをして、 二人も姉 

人もの神々の 先祖にお願いして、 

祈っていましたが、 

151 私の祭壇のところへ、 カラス 

が一羽、 川上の方から 川 ぞいに下っ 

て来て、 すぐに私の祭壇にとまっ 

て、 家の方を向いて、 首を上下に振 

りながら、 こう言いました。 

152  「カララク ト一 

博別の中流域の 人 よ 

] ㏄ カ ララク ト一 

私が言うことを 

Ⅰ 弘 カララク ト一 

よく聞き 

155  カララク ト一 

なさい。 

156 カララク ト一 

お前の極道息子たちが 

157  カララク ト一 

神 であ るお前の自子の 

158  カララク ト一 

幸せなのを 

159  カララク ト一 

ねたんで 

160 カララク ト一 
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149-2 semm 証 仏山 a)nonmo 丼 ak セルマ カ ( ハ ) ノン / イタク [ その 蔭 ( かげ ) . を祈る ] ここ 

では ( 神に守ってもらえるようにと 虹 事を祈る ) 。 「民話 (2) 」 :39 では、 逆に ( のろりをかけ 

る ) ことを言っている。 [ 萱 疑辞典Ⅰ : 「セレ マク カシア コ ノン / イタク不運を 念じる」 0 

150-l k 苗山 uy つ 山井 alc カムイオロイタク @amuyy づ r-o-,i 苗氏神・のところ・に・ 話す ¥W 神 

に 願いごとを言う ) 。 これも日本語では ( 祈る ) 、 田 onn)o 丼よ イノン / イタクも ( 祈る ) だ 

が 、 後者は ( 祈祷する ) 。 

15 帖 220p ㎝ 仮 Ⅱオペンタリ [ 他動 ] 初出。 ( 語り手 KM) :(( 神に ) お願いする ) 、 「アイヌの 

神様にお願いすること」。 r 萱野 辞典 J : 「素性を言う。 ド カムイシンリッ シ カムイシン 

リップ・オペンタリ 二つの神の先祖、 三つの神の先祖、 その素性を私は 言う． ， 困って 

神々に頼みごとをする 時」。 

151 一 l kararak カララク ( ハシボソガラス ) 。 ( 福満 S) : 「よいカラス、 ka Ⅱ， ka 打力ルル、 

力 ルル と 鳴く、 くち ば しの大きくないほうのカラス」。 「知分類 動 J : 「ハシボソガラス」。 

r 菅野辞典Ⅱハシボソガラス」。 

15l イ hepokihe ね Ⅱ kor ヘポキヘタ リコ。 直訳すると ( 頭を下げたり 頭を上げたりしな 

がら >0 

152  k の 典革 k めカ ララクト一 ここから 17f まで、 カラスの言葉の 引用。 はじめは節をつ 

け、 折り返しをつけて 歌い、 最後の部分は 節のない語りになる、 という神謡の 形式に 

なっている。 ただし最後の 語りの部分も、 引用者の言葉ではなく、 176 まで全部がカラ 

スの言葉の引用であ る。 

153  i 毎に 毎 lc 汝 i ‥． enem ㎡ イ タカンチキ       ェネ アニ 直訳すると ( 私がしやべった 

ら、 あ なたが聞く事の 次第はこのようなこと ) 二 ( これから私の 話すことを聞きなさい )0 

156  e=wenpou ねおエ ウェン ポ ウタリ 語幹は w ㎝ lpou ぬでヴヱンポ ウタラ。 w ㎝Ⅰウェン ( 悪 

い ) が親族名を表す 語に接 顕 して、 ののしりを表している。 70-W の a@w ㎝ 憶 ℡㎞ 甲 oho ア 

ウヱシ マト キポホ の場合は、 親が謙遜して 言う言葉。 

158  p 田位 ピリカ ( よい ) は、 この場合、 何事もうまくいつて、 獲物にも恵まれ、 交易で 

ももうけて豊かになっていることを 指している 0 
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ha 廿 a て Oru Ⅱ Oma て ePaWa 深い淵の中に 入れて 

Ⅰ 6 Ⅰ Ⅰ onnupawaisam  na 16 Ⅱ 殺してしまった ぞ 0 

162@ kararak@to 162  カララク ト一 

kamuye,poho 神 であ るお前の鳥、 子が 

163  sinennewaneya ㎞ e, 163 一人だけであ ったなら 

Ⅰ 64 kararak》o Ⅰ㏄ カ ララク ト一 

yaykatcipi@wa 生き返って 

165@ e=kohosipi 165 お前のところに 帰って来る 

166@ easkay@korka 166 ことができたけれども、 

167@ kararak@to 167  カララク ト一 

kamuy‘=poho 神であ るお前の烏子を 

168@ kamuy@onaha 168 神 であ る父親が 

169@ po@kemnu@kusu 169 かわいそうに   思ったので 

Ⅰ 70  kamuye=poho Ⅰ 70 神 であ るお前の自子の 

Ⅰ 71  Ⅰ ゑ mac 山上 uk  wa  isam  wa,  ]71 魂を取ってしまうたので、 

Ⅰ 72  yaykatclpl wa  e=hekote  l72  生き返ってお 前のところへ 帰 

hosIplka(eayp)eaykap  ruwene  ることができないのだよ。 

na   

Ⅰ 73  kararak tono a=ne wa, 173  カラスの王であ る私が、 お前 

a,e,  k  oasura , ㎡   に 知らせるのだ。 

174  tane  tane  e Ⅰ pou Ⅰ anl  174  まもなくお前の 鳥、 子たちが 皆 

ukopewtanketurpa  kor,  で ぺ ウタンケしながら、 お前に知ら 

e 二 koasurpuslhum Ⅰ (ne)nekunlak  せようと思ってやって 来るけれど 

yaynu@pa@kor@arki@pa@yakka ， も、 

175  e=wenpouta 「 l kor wen  l75  お前の極道 烏 、 子たちの悪い 根 

katc 初 Ⅱ， korwenkew れ ⅡⅠ ankusu, 性 、 悪い精神のせいで、 神であ る 烏   

kamuye=pohoa,keskewaisam  子がねたまれて 死んでしまったのだ 

ruwe@ ne@ na   ぞ 。 

176  kamuy or wa an wa ne  176 神の国にいても ，お前たちが 

yakka,eneeci=ikiwaeci=6nne  育てた神であ る息子が、 お前たちが 

kuni, eci=ep 子 nkine eci=res は ち やんと生活して、 天寿をまっとう 
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16l  rmnnu ロシス <( 二人以上 ) を殺す >0 殺した相手は 一人だが、 神謡の形式でカラス 

が歌っているので、 目的語複数の rnnnu ロシス が使われている。 93 の兄の言葉の 引用 

では単数の ra 押 e ラ イケ が使われている。 ronnu ワ ン ヌ のあ との pa パは、 殺したほう 

が複数であ ることを示している。 

l ㎝ yay Ⅰ 0t け pi ヤイか ソチ ピ [ 氾 y- ぬ t ギ ipi 自分の・あ り方・をもどす㈹ ]( 生き返る )0 

初出。 民話 (2)142 にも出てくる。 

173  kararaktonoa=newa カララ クト ノア ネワ 直訳すると ( 私はカラスの 王であ っ 

て ) 。 tono は ( 殿 、 王、 首領 ) 。 す民話 (2) 110-1 

1741lukope ぅ輯肛 正色 ぬ甲 a ウ コペウタンケトゥル パ [ulk か p 餌仮打 古田山 僻 a 皆で・ ペ ウタ 

ンケ・を伸ばす ]< 皆で一緒に ぺ ウタンケする ) 。 ペ ウタンケは、 普通は女がするのを 言う 

ことが多く、 一大事が起こったときに 遠くの人に聞こえるように、 細く高い、 しかも大 

きい声で w0:l,w0 打ウォーイ、 ウォー イと 繰り返す。 m で熊に出会ったときなどは、 初 

めはかすかな 声で、 徐々に声を大きくしていくという。 ( 千歳 SN) : 「女は pewWt ㎝ 正 e 

というが、 男は h Ⅱ m 粟フムセ という」「男は、 大声で huo! フ オッと、 遠くまで聞こえる 

大きな声を出して 高 6 。 女は、 wo 五 ウォー イ という 声 、 細く高く大きな 声 、 風の通るよ 

うなら 1 軍余りも聞こえるくらい 大きな声を出すことが ぺ ウタンケ」。 

174-22 ko あ u 中 usi コア ス ルプシ す 138 
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kamuy@e=poho@ki@kusu@ne@na, 
e=wenpoutari@ (an)@anakne@ene 

e=kar@rusuy@hi@neno@e=kar@pe@ne 
na" 

177@ sekor,@ kararak@ tono 

',k 。 。 '" や "" 

178@ orowano@ene@ (wa)@ poka 

iki=an@ hi@ ka@ isam@ no, 

rayparaparak=an ， (pewtakkean) 
pewtanke=an@ kor@ ki@ akusu 

a 臣 kot ゑ nuunuta て l,kouwekarl   

179@ "(ma)@mak@ne@hawe@ne@ya@ne 
ya?" 

180@ sekor@ne@hikusu@tapne@ne@hi 
a=ye@kor@an=an@akus, 
181@ oro@ ta@ a=poutari 

ukopewtanketurpa@kor ， sipase 

kamuy@kasi@omare@pa@kor@kamuy 
sanpe,@hunna@(e@es)@e@eramiskari@p 
ne@ wa@ kamuy@ sanpe@ kamuy 

a=poho@e@wa@ekot@hi@ye@pa@kor 
apapa@ta@ahup@pa@hike@orano ， 

182  (a)Hy ㎝ mea,pohopo ㎡ Wne 

a=poho@a=urenteke@ani@sapauspe 
" 丑 。 ld, 。 n 。 y 。 ， " 。 m" 。 Tim"t, 、 。 p 。 ho 

sapauspe@tekkonoye ， ranke@corka 

rikun@corka@a=esirkikkik   

Ⅰ 83  n 色 Ⅱ 1s 缶 oiki 串 nlwa 打 lh Ⅲ㎡ 

neyakaa=e て 百ェ n 土 skarino  a=ut 后 Ⅰ IM 

i=toI ITla  Ⅱ k 姦て ikari.kamuy  a-poho 

ray  r 百 maciney 杣こ ai=kaoy 蒔 kun ㎡ 

できるように 守ってくれるから、 お 

前の極道息子たちのことは、 どのよ 

うにでもお前がしたいようにしなさ 

い」 

177  とカラスの王が 知らせてくれ 

ました。 

178  それから、 私はなんともしよ 

うもなくて、 ペ ウタンケしながら、 

大声で ワ一 ワー泣いていますと、 村 

人たちが集まって 来て、 

179  「どうしたんですか、 どうした 

んですか」 

180  と言うので、 事の次第を話し 

ていると、 

181  そこへ息子たちが 皆でぺウタ 

ンケしながら、 特別尊い神のせいに 

して、 能の心臓をだれも 食べたこと 

がないものでもないのに、 能の心臓 

を神であ るわが息子が 食べて当たっ 

て死んだということを 言いながら、 

戸口のところに 入って来ましたが、 

それから 

182  私は長男と次男の 髪を両手で 

ねじってつかみ、 妻は娘の髪をね 

じってつかみ、 下の床 ( ゆか ) 、 上の 

渡し木にたたきつけました。 

] ㏄ 自分がいったい 何をしている 

のかもわからずにいて、 村人たち 

が、 落ち着け落ち 着けと、 私を取り 

押さえました。 神であ るわが 息   子の 

44 



176  ㏄正妃㎡Ⅰ紅血 uy キ poho ヱチレスカムイ ェポホ これが主語。 述語 ( ㎝ ueea, №         

を先に言ったので、 あ とから補った 主語のあ とに ki< する ) を置いている。 
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180 tapnene ㎡タ フ ネネ ヒ 直訳すると ( こうこうであ る ( という ) こと >0 

181 一 ・ l ka(si)omaIe 力 ( シ ) オ マレ 直訳すると ( その上にのせる ) 、 「民話 (2) 」 ;262 では、 こ 

の意味で使われている。 一方、 ここではもう 一つの意味、 (. ‥のせいにする >0 ( ペナ コ 

ソ UT) :< 自分がしないことをかぶせた ) 。 

181 一 l2 L Ⅲ ma   .   newa フンナー ネヮ 反語。 

182-l sapa ㎎が a, 使は Konoye サパタスペア テッコ / イェ [ ㎝ pa 山田畔 頭 ・に生えている・ 

もの ]( 髪の毛 ) 、 「 tek-k ひ noye 手 ・のところで・ねじる l< 手でねじ 和 ひねる >0 ( 千歳 S 

N) :< 髪の毛をねじりつかみした >0 

182 り ℡ nkce ㏄Ⅱ㏄Ⅲ㎝ ncor ぬ飴 Ⅱ 嚥稔 こくランケチョルカリ ク ンチョル カ エシリキッキク 

直訳すると < 下のチョル 力 上のチョル カ にそれをぶつける ) 。 ( 千歳 SN) : 「手で髪の毛 

をねじりつけて、 きっちりおさえてぶつければ、 下にぶつかる、 上げれば天井にぶつか 

る」、 「Ⅲ㎝Ⅱ㏄ 耳 ㎞ リク ンチョル 力 は < 上の方 ) 、 「㎝ 正 e ㏄Ⅰ㎏ランケチョル 力 は 齢 ㎏㎝ 

ソ カウン ( 床の上へ )s む照 kldk シリキッキ ク した ( ぶつけた ) から ェ 江山 e ㏄で㎏ランケチョル 

力 」、 「㏄ て ㎏チョル カ という言葉はなかなか 言わない言葉だが、 そういうときに 言う、 そ 

ういうような 意見のしかたか、 そうやって殺したとも 言うからね、 いよいよ腹 立てば 

ね」。 [ 萱野 辞典』 : リク ンチョ。 カランケ チョ 。 力 ( 「上へ逆さに、 下へ逆さに ) 、 チョ。 力は 、 

「 チ ( それ ) ヱホ 。 力 ( 逆さま ) 」、 ( 黒川てしめさんは チエホ 。 カと 言った 由 ) 。 [ 金ユ集 1] : 

「Ⅱ ぬ Ⅲ せ り r ㎏ⅠⅠ 打正 e せ Dr ㎏ / テ目ここ 汝 上の渡し木Ⅰ下の 渡し木Ⅰ へ わたしを打ち 

つけて」。 『 金ユ集 5 Ⅱ 同引 にも、 同様の文脈でよく 似た用例があ る。 

18 ㌻ 1l tommak 細 ik ㎞トンマカリカ リ 初めのは一部分九官鳥の 声にかき消されて 聞こ 

えないが、 二度目に言っているのははっきり 聞き取れる。 <( 火 ) をしっかりつかんでおさ 

える ) 。 やめなさい、 やめなさいと 言って、 しっかりおさえられたことを 言っている。 

( 千歳 SN) : しばらく会わない 人に会って喜び 合うときに、 抱き合うようなことも、 

「 itomma ㎏ ㎏Ⅱイトンマカリカリと h 言えば言える」。 しかし、 「病気の人を 押さえる 

ようなときには 言わない、 そんなことをしたら 死んでしまう」。 
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i=ram(picip)pirkare@ pa@ kor 
i=tomma@ karikari@ pa@ uske@ un 

yaytomuskaru(a)n=(i,@i)an@wa, 
主且又 ar-an  akUSU 

1@84@ a=wenpoutari@ sapanum 

takupi@a=ani@kane@an=an@wa@orano 
paraparak=an@kor, 
Ⅰ 85  nesapanum  takupneya 牡 a 

a=toykikkarkora=os 舌 rpa  akus 

a=utarihi@ mintar@ eepakke@ un 

a=poutari@kuri@nuyna@pa@wa@isam 
pa@siri@ne@kotom@an   

Ⅰ 86  orano,cispatek  a=ki.kurn 皿 e 

hene@tokap@hene@a=macfhi@turano 
cis@patek@a=ki@kor@oka=an   

187@ ora@sir-tokap@kor@sirkunne 

kor, a=ut 舌 Ⅰ i (uweka て iuwekari) 

uwokari@uwokari@arki@pa@wa@tu 
pirka  kuni  p  re  pirka  kuni  p 

i 。 epakasnu  pa  kor,oka=an  r 百 pok 

sine  ancikarwentarap,an  akusu, 

Ⅰ 88  n さ akamuy  a=pohotaIlpeor 

ta  an  p Ⅱ ka  p6hene  siyoarwente 

p 丘 kasirihii,ehos 田 o  打 lwaciskor 

an  ayne  i,hekote  sikiru  hine  ene 

hawe 酊 Ⅰ㎡， 

189  "a ⅠⅢ ua=on 舌 hae,newae 酊廿 

pakno@kewtumu@pirka@p@(e/@e) 
isam@ pe@ e=ne@ aan ・ korka 

e-wenpouta 「 n  korwen  kew ㎞㎝ 
kUSU, Ⅰ 井 )ha 杜 a Ⅰ O Ⅰ a Ⅰ ヒ 6ma Ⅰ e   

死んだ魂も、 私たちの面倒をみてく 

れるからと言って、 なぐさめなが 

ら、 落ち着かせようと 取り押さえま 

す。 そうされているときに、 私は、 

われにかえって、 見ると、 

] 解 私は極道息子たちの 頭部だけ 

を手に持っていました。 それから 

ワ一 ワー泣きめ ぬ きながら、 

185  その頭部だけであ っても、 ひ 

どくぶつけて 放り出すと、 村人たち 

は、 庭のはずれに 尼子たちの遺骸を 

隠してしまったようでした。 

186  それから、 私は泣いてばかり 

いました。 夜も最も妻と 一緒に泣い 

てばかりいました。 

187  そして毎日、 昼も夜も村人た 

ちが ( 両方から ) 代わるがわるやって 

来て、 いろいろとよいことを 教えて 

くれました。 そうして暮らしている 

うちに、 あ る晩私は夢を 見ました。 

188  あ の神であ る息子が、 この世 

にいた時も美しかったのですが、 死 

んでからいっそう 美しくなった 様子 

で、 向こうを向いていて、 しばらく 

泣いていてから、 私の方に向き 直っ 

て、 こう言いました。 

189  「人間のわが 父であ るあ なた 

は、 だれよりも、 ，し 曲見のよい人でし 

た。 けれどもあ なたの極道息子たち 

のせいで、 私は深い淵の 中に入れら 

れました。 
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183-2ya 尹 om ㎎㎏ れ Ⅲサイトムシカルン (( 何もわからなかった 者が ) 気がつく、 わかるよ 

うになる >0 …Ⅸ keu Ⅲ ya 尹 om ㎎㎏ⅡⅢ       ウシケ ウシャイトムシカルン 直訳すると ( ‥   

しているところへ 気がついた ) 二 (   ‥している状況の 中で我にかえった ) 。 す 2 

eya 尹 onn ㎎㎏ⅡⅢ 

l 組 sap 笛 rIu Ⅲサ バ ヌム [sapa-n ⅢⅡ 頭 ・ 粒 l 体から離れた 頭、 首級。 

18 ㌔ 1 %hlp タクプ (. ‥だけしか - しない >0 すぐ前で、 sap ㎝Ⅵ山榛 kupi サパ ヌム タクピ 

と 、 所属形で言っているが、 ここでは所属の 対象なしに、 一個の頭 ( 首級 ) という物体を 

言っているので、 概念形が使われている。 

185 イ血Ⅲ 伍 Ⅰミンタラ ( 福満 W,S) の言葉では 血 ㎞ @tt 荻 ミムタラ。 ( 庭 ) と訳すが、 ( 語り手 

KM) :< 戸口から出たところ、 戸口の前、 家の南側 >0 ( 福満 S) :< 家から出て西のほう 

の空き地、 ごみ捨て場㌔ 

18 ㌃ 3 ぬ ㎡ クリ k ℡クル ( 影 、 人やモノ や 神や霊などの 見える 姿 や形 ) の所属 形 。 村人た 

ちは、 遺骸が見えていたのを 見えないように 隠してしまった。 ( 語り手 KM) : 「戸口か 

ら見えないように、 戸口から出たところく m 五七町ミンタカのはずれに、 穴でも掘って、 

土をかぶせたのだろう」。 k Ⅲ クル の原義を下知著作集 2]D.205 では「 神 」或いは「 魔 」とされ 

ている。 

18 Ⅰ 1l Slr-% ㎏ pkors 正蕪 Ⅱ 皿 Ⅱ ekor シリトカプコ。 シリ クシ ネコロ ( 昼になると、 夜になる 

と ) 二 ( 短畳毎夜 >. 

187 一 2 ぬ p 廿 rlka ㎞ mjp 趙 p ⅡⅠ 色て mip トウ ピリカ クニ プレピリカ クニプ 直訳すると ( 二 つ 

のよいこと、 三つのよいこと >= くたくさんのよいこと >0 

188  % 且 peor ね簗 p Ⅲ 巳 poheneslyoarwen 梧 タン ペ オッタアンピリカ ポヘネ ショアル 

ウェンテ慣用句、 初出。 ( 語り手 KM) :< 生きていたよりも 死んでからのほうが 特別き 
れいに見える ) 。 siyo 打 W ㎝ te ショアルウェン テ は [s Ⅱ y つ打 -w ㎝ -te 自分・ ( 挿入首 ) . 全 

く・悪くなる・させる ] か 。 「菅野辞典』 シ オアフウェンルイの 項 : 「タ ホ アンピリカシオア 

ラウェンルイ ( 今までの美しさ ) それに増して 今日の美しさ」。 

18g  aynua=on 計 flae=newa アイヌ アオナハヱネヮ 直訳すると ( あ なたは私の人間で 

あ る父親であ って ) 。 宇 173 
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190@ yakka@ (hat)@ hattar@ kor 

kamuyi=pekawa,r 自 y, み Ilkasomo 

ki@no@a=e=k6hosipi@easkay@pe 
191@ kamuy@a=onaha,@eytasa,@ne 
arpa=an@ hi@ ta@ arpa=an@ hi@ ta, 

a 二 i 二さ keskesirii 二 ke Ⅱ l Ⅱ u  kusu,(ae) 

a=ramacihi@uk@wa@kamuy@or@ta 
arpa,an  w  a  an,an  w  a  nep 

a,esirkirap  ka  somo  如 no  kamuy 

or@ta@an=an@pe@ora 
1g2  eci,cis-n 丘 pehe  a,oypepior 

(o)@o@wa@ipe=an@ka@eaykap@ani 
sattek=an@ka@ki@wa@an=an@ruwe@ne 

kusu, 

193@ nisatta@wano@ anakne@iteki 

eci=cfs@no@eci=oka@wa@ne@yakne 
eci 。 さ k ㎡ p  ekuskoma  apeetok  ta 

nupurihi@a=ranke@wa@a=anu@ranke 
wa@apunno@pirka@onne@eci=(kip Ⅰ   f 

pa@pakno@kamuy@or@wa@eci=kasi 
a=oyki@kusu@ne@ruwe@ne@na, 
1@94@ iteki@eytasa@ cis@wa@ (i ， i) 
i=kore" 

195@ sekor@hawean@humi@ne@(te) 

pekor@yaynu=an   

196@ "a=poho"@sekor@hawean=an 

kor@a=teksitayki@akusu@nep@ka 
is3 Ⅲ W3.@ orano@ pohene@ somo 

cis=an@kunak@ye,@pe@ne@a@korka ， 

paraparak=an@kor@sirkopeker=an   

197@ orano@a=utarihi@i=ka@oyki   

190  でも、 淵の神が私を 受けとめ 

て、 私は死なずにあ なたのところに 

帰ることもできたのですが、 

191 神のわが父が、 あ まりにも、 

私がどこへ行っても、 行った先々で 

ねたまれひどい 目に合わされるの 

を、 かわいそうに 思ったので、 私の 

魂を取りました。 それで私は神の 国 

へ行って暮らしています。 何不自由 

なく神の国で 暮らしているのです 

が「、 

192  あ なたたちが泣く 涙が私の食 

器の中に入って、 私はものを食べる 

こともできず、 そのためにやせ 細っ 

ています。 ですから、 

193  明日からは、 どうか泣かない 

で暮らしてください。 そうすれば、 

あ なた方が食べるものを、 いつもい 

つも突然、 横座 ( 炉の東側 ) に、 山の 

ようにどっさりおろしてあ げます。 

そして、 あ なた方が無事に 幸せに年 

老いて死ぬまで、 神の国から、 あ な 

た 方の面倒をなますから、 

194  どうかあ まり泣かないでくだ 

さい」 

195  と言ったような 気がしました。 

196  「わが息子よ」と 言いながら、 

つかもうとしたところ、 何もなくて、 

それから、 なおいっそう、 泣くなと 

言われたのですけれども、 声をあ げ 

て泣きながら、 夜を明かしました。 
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1gl  nea や a= ㎝㎡ ね a 甲 a 二町㎡ねネアルパアニタアルパアニタ ( どこに行ってもと ， 

こに行っても ) 。 nee        ㎡ ネ ‥． ヒは < どこの       するところも / か >0 

192  % 廿 アニ (        によって ) 。 ここでは、 (( ものを食べることができないこと ) のために / 

のせいで ) 。 

193-llap ㏄ tok アペエトク [ape- モ め k 火 ・の先端 ¥( 横座 ) 二 ( いろりの東側の 座 ) 。 

193-22nupun ㎡ ヌ プリ ヒ nup ℡ ぅヌ プリ ( 山 ) の所属 形 、 ( その lU> 、 ここでは食べ 物の山。 

このような文脈で、 23, 民話 (2)145 では t ㏄ ka(ha) ト シカ ( ハ X( 川堤 、 川岸の土手 ) が使 

われている。 これまでの「音声資料 ] でも同様 :( 福満 W,S)( 二 風合 HC,NK) ( 「音声 

資料 2,3,5.6J)o 
193-33 a 串 Ⅰ通典 nk く e アアヌ ランケ こので江山 e ランケは反復を 表す助動詞。 毎日、 朝も昼 

も晩も、 食事のたびごとに 繰り返されることを 表す。 a ゴ 棲山 e アランケのほうは 他動詞。 

19 仁 ll te ㎏ テね yki テク シ タイ キ [t 可 ㏄ itayki 手 ・をたたく ] 直訳すると ( 手をたたく ) 。 し 

かし ( 語り手 KM) :(   白子をつかもうと   思った >0 

196 り 2POh 億 rie ポ ーヘネ ( なおいっそう >0 少しあ との pa 血 p 打 無記 血 バラパラクアン ( 大声 

で泣いた ) にかかる。 

196 づけ 睡酊 Ⅰ チ サン アクセント核のあ る、 強い音節にあ っても、 i が無声化している。 
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(ke,@ine)@cikuni@ne@ciki@aep@ne@ciki, 
i=ka@osike@i=ka@oyki@kor@(okay@pe) 
oka=an@pe@ne@hikeka 
198@ ney@ta@pakno@an=an@hikeka 

a=wen(pouta)poutari@a=koyruska 
hurni@patek@a=eyaykosiramsuypa 
kamuy@a=poho@a=oskur@hi@patek 
a 。 ey ゑ ykosiramsuypakor ゑ n=an 

ayne 
199@ suy@sine@an@ta@wentarap=an 

akusu ， eytasa ， (a ， cis)@cis@patek@a=ki 

kor@oka=an@ani,@earkinne@kamuy 
a,pohosa 廿 ekwaheruponet 荻 up 

ne  h, me  an  wa, 

200@ "ta@ ene@ an=an@ ipe@ ka 

a=e ゑ ykap, eci,cis-n 子 pehe 

eci=(ces Ⅰ   is-etori@a=oypepi@osma 
wa@kamuy@or@ta@an=an@wa@nep 
a=esirkirap@ka@somo@ki@korka@ipe- 
eniwkes=an@ wa@ sattek=an@ wa 

an=an@ruwe@ne@kusu 

20 Ⅰ i,erampokiwen  wa  a=ye  p 

nu@wa,@te@wano@poka@somo@eci=cis 
n0 。 C Ⅰ =Ok 百 yalo Ⅰ 0 。 C1 二 61 Ⅱ leyak ℡ l, 
kamuy  or  un  a=e,sikotak  wa 

kamuy@or@ta@utura@oka=an@pe@ne 
ruwe@ne@na,@a=ye@p@nu@wa@i=kore" 
202@ sekor@hawean@yak@a=takar 
hi,@hi@orano@(wa)@kamuy@or@un 
ray=an@(yak)@yakne@kamuy@a=poho 
e 皿 la 中 a=an  easkay  ( 井 )hia=nu  ㎡ 

197  それから村人たちが 私たちの 

面倒をみてくれて、 たきぎでも食べ 

物でも持って 来て、 世話をしてくれ 

ていました。 私たちはそうやって 暮 

らしていましたが、 それでも、 

198  いつまでたっても 私は、 極道 

烏 、 子たちのことを・ 憤慨することばか 

り考え、 神 なるわが息子を 惜しむこ 

とはかり考えていて、 しばらくたつ 

と、 

199  また、 あ る時、 夢をみまし 

た 。 あ まり私たちが 泣いてばかりい 

るために、 神 なるわが 息   子はげっそ 

りとやせて、 ただ骨ばかりになって 

いて、 

200  「ほら私はこんなあ りさまで 

す。 食事もできません。 あ なた方が 

泣く 涙 、 泣く鼻汁が私の 食器に入っ 

て、 神の国で暮らして、 何のつらい 

  思いもしないのですけれども、 もの 

を食べることができず、 やせてしま 

いました。 ですから、 

201 私をかわいそうに   思って、 私 

の言うことを 聞いて、 せめてこれか 

らは、 泣かないで暮らしてくださる 

なら、 あ なた方が年老いて 死んだ 

ら、 神の国にお迎えして、 神の国で 

一緒に暮らしますから、 私の言うこ 

とを聞いてください」 

202  と言ったという 夢を見まし 

た。 それからは、 神の国へ、 死んだ 
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199  a ㎡ アニ (( 私たちが泣いてはかりいること ) のために 7 のせいで )0 す 192 

2 ㏄ e む， ㎡ s Ⅲ 丘 pehe ェチチ シ スペへ このあ たりの㏄ テ ヱチの母音 i もホチ シ の母音Ⅰ 

無声化しており、 ㏄ 丘 Ⅱ℡ p ヱシリキ ラ フ の s のあ との母音 干 まで無声化している。 

も
 

201 一 ]l a=e=s 瓜 otak アエシコタク ( 私があ なたを自分のところへ 呼ぶ ) 直前に eci=onn)e 

yaku Ⅲエチオン ホ ヤク ン ( あ なたたちが死んだら ) と言っているのだから、 なぜ ( あ なた ) 

だけなのかわからない。 a 弍 ㎡。 sjkotak くアエチシコタク の言いまちがいか。 

201 一 22yepnu イエ フ ス ( 言うことを聞く ) 二 ( 言われたとおりにする ) 。 命令表現で、 はだ 

かの形になっている。 このあ とは・‥ y Ⅰの e. ‥ヤク ネ (. ‥したなら ) の構文の中で、 e 己 ，エ 

チのついた形が 出る。 

202 haweanly 丑 Ⅰハウェアナク 続けて hawe 師 Ⅵ 又 ハウェアナク と 発音されている。 
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orano@a=eyaykopuntek ・ 

203@ "hetak@ta@heta@tunas@ray=an 
yak@pirka@p@pirka@p" 
204@ sekor@yaynu=an@pa@ kor, 

oka=an@ ayne,@ tane,@ sino 

kemapase=an@kor,@hem@tasum 
(hem@sa)@hem@siyeye,@a=ek6t@siri@ne 

yakun, 
205@ ne@kamuy@a=poho@(i)@i=tak 
wa@ne@kuni@a=ramu@yakun@a=kor 
katkemat@ka@(na)@nani@(i)@i=ka@ran 
i=os@arpa@yakun@kamuy@or@un 
arpa=an@hi@ne@nankor@kusu 
206@ a=utarihi,@i=nurappa@yakun 

(sinrI)sim Ⅰ 土 。 て un(iru)i=nurappa 

yakka@ a=uk@ ka@ eaykap@ kusu ， 

kamuy@or@un, 
207@ "kanna@ kamuy,@ karnuy 

ekasi@a=nomi@na" 

208@ sekor ， haweoka@kor,@i=nomi 

yakne@kusu@poka,@a=utari@kar@pe, 
kamuy@or@ta@a=eyaykamuynere 
kusu@ne@ruwe@ne@na@neno@iki@pa 
wa@i=kore@yak@pirka@na   

209@ sekor@Yupet@emko@un@kur, 

utarihi@kaspaotte@kor@onne@(yaka) 
yak  a=ye   

ら 、 神 なるわが宮子のところへ 行け 

ると聞いてから、 私はうれしくなり 

ました。 

203  「あ あ 早く死ねばいいのになあ 」 

204  と私たちは思いながら 暮らし 

てきましたが、 今はもう本当に 足腰 

が弱り、 病気やら 病 やらにかかって 

死にそうになっていますから、 

205  その神なるわが 息   子が 汀 呼びに 

来てくれたのだと   思います。 そうだ 

とすれば、 私の奥方もすぐに 私のあ 

とに続いて、 私のあ とから行くで 

しょうから、 そうだとすれば 私は神 

の国へ行くのでしょうから、 

206 村人たちが私を 供養してくれ 

るなら、 先祖の方へ向けて 供養をし 

ても、 私は受け取ることができない 

から、 神の国へ向けて、 

207  「天の神、 神 なるエカシを お ま 

つりしますよ」 

208  と言ってまつってくれるな 

ら、 そうしてくれるだけでも、 村人 

たちがつくったものをもらって、 そ 

れで私は神の 国でちゃんと 枯 らしく 

暮らせるのですから、 そのようにし 

てください よ 。 

209  と、 湧 加川の奥の方の 人が、 

村人に言いつけて、 亡くなったそう 

です。 
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203  pirk(appirkaap ピリカ プ ピリカ プ ( ‥・いいのに、 いいのに >0 繰り返し同じことを 何 

度も思っていたことを 表すのに、 文の最後の部分だけを 繰り返す、 アイヌ語の言い 方で 

あ る。 

2 ㎝ 一 l a=ekots ㎡ ア ェコ ト シリ 病気にかかって 死にそうな様子になっていることを 言っ 

ている。 

2 ㎝ イ ya 虹 Ⅲヤク ン ( なら ぱ ) 。 ここでは、 (,., だとすれば >0 日本語ではむしろ「・‥ た か 

ら」と言いそうなところであ る。 

205 l=karan イカラ リ [ 私 ・の上・を押さえる l 自分が死んだあ とに続いて死ぬこと 

を言っている 0 刺繍 ( ししゆう ) で、 糸を置いた上を 別の系で押さえていくことも 汝 a 田 H 
イカラ リと 言う。 

20 ㌔ 1 %ilsupo ㎏クスポ ヵ ( ペナコリ UT) :< それはかしも >o n 千歳 SN) :< それでは 

りも ) 。 ( せめてそうしてくれれ ば それだけでも ) の意味であ ろう。 

20 ㌻ 22karpe 力ルペ 直訳すると ( 作ったもの ) 。 ( 語り手 KM) : 「 ィ ナ ウ でも酒でも」。 す 

民話 (2)293 

20 品 33eyaykam Ⅱ uyne 正ェヤィ ヵムィホン 「 甲 yay- ぬ muy-n 壬 re. ‥で・自分・ 神 ・にな 

る・させる ]<( それ ) で立派な神になる ) 、 つまり ( その供物をもらって、 そのおかげで 神 

の国で立派な 神らしく暮らせる ) 。 ( 語り手 KM) : 「神さんとしてあ たりまえに - 」。 

209-ll Y 丘 lpet ユペト ここでは Ipet イペトと 聞こえるが、 ほかのところでは Y 丘 pet ユペト 

と 言っている。 たぶんここでも Y 丘 p 廿ユペトと 言うつもりだったのだろう。 

20 ㌻ 22e 血 Ⅹ 0 エム コ ( 半分 ) の意味もあ るが、 川やその流域の emLko エム コ は、 ( 福浦 W, 

5) :( 奥 ) 。 水源地までは 行かないが、 下流や中流の 人が「川上」と 呼ぶところよりもずっ 

と上流の方を 言う。 ( ペナコリ UT) も同様。 『 加 地名小 J : 「①半分。 ②水源」。 他の地方 

の話者にきくと、 ( 中流 X(hon め sno ホント そ と同じ ) と言う人もいる。 
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